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総 会 次 第

１ 開 会

２ 会長挨拶

３ 来賓挨拶

４ 成立宣言

５ 議長選出

６ 議 事

議事録署名人選出

議 案

議案第１号 平成２５年度事業報告及び決算の承認について

（監 査 報 告）

議案第２号 理事・監事改選について

報告事項

① 平成２６年度事業計画及び収支予算について

② 基本財産からの繰入れについて

７ その他

８ 閉 会

（休 憩）

９ 臨時理事会（正副会長選出）

◇ 講演会

演 題 「鹿児島の製造業成長のための対策
－営業力強化、新商品開発、人材育成、事業多角化、

経営者のやる気等々－」

講 師 古賀マネージメント総研株式会社

代表取締役

古 賀 光 雄 氏

◇ 交流パーティー （ロイヤルガーデン ２Ｆ）
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鹿児島大学水産学部准教授 寺田 竜太氏

・総括 鹿児島大学水産学部教授 木村 郁夫氏

・参加者 ２５０名、 シンポジウム終了後、講師を交えて交流会を実施。

３ 平成２６年工業倶楽部新年大会

・日時 平成２６年１月１９日（火）

・場所 城山観光ホテル ロイヤルガーデン

祖業として成長を支えてきた繊維事業を大胆に縮小し、代わりにフィルムや樹

脂、ライフサイエンスといった非繊維産業への転換を自ら進めた実体験に基づく、

「停滞は悪、挑戦は善」という理念での貴重な講演をいただいた。

演題 「素材力でイノベーション」～技術と市場をむすぶ～

講師 東洋紡株式会社 代表取締役社長 坂元 龍三氏

参加者 １６０名

Ⅱ ものづくり企業元気おこし交流事業 鹿児島県委託事業

異業種間の交流・連携により企業のニーズと大学の研究シーズとのマッチングを行い、新製

開発や販路拡大等を支援するため次の事業を実施した。

１ 事業の進め方

（１） 第 1回代表者会議（5/18） 
・事業の進め方についての説明、意見交換（会議１５名参加） 

（２） 第２回代表者会議（7/31） 
・テーマの設定（３グループ） 
・グループ編成、検討会の進め方について承認 

２ 事業実施内容

（１） ものづくり企業元気おこし交流事業講演会（7/31） 
（基調講演）１４０名 
① 薄膜技術の繊維素材への応用 

鹿児島大学大学院 理工学研究科 小原幸三教授 
② 光合成細菌の農業分野への有効利用 

鹿児島大学水産学部 食品・資源利用学分野 前田広人教授 
（事例発表） 
① ＬＥＤ照明で、新しい照明文化創りを目指す～野武士集団～ 

交和電気産業株式会社 開発部 統括部長 種田 修氏 
② 高濃度窒素排水の高速除去 

株式会社栄電社 バイオ環境グループ マネージャー  
川路博文氏 

（交流会）６０名 

（２）異業種交流会の開催

① テーマの設定

１ ナノサイエンスを用いた電子エネルギー制御による原子改質技術

～薄膜技術の繊維素材への応用～

鹿児島大学大学院 理工学研究科 小原 幸三 教授

２ バイオビジネスにおける善玉菌と悪玉菌

～光合成細菌の農業分野への有効利用～

鹿児島大学水産学部 食品・資源利用学分野 前田 広人 教授

議案第１号 平成２５年度事業報告及び収支決算について

［事業報告］

鹿児島県工業倶楽部は、社団法人から公益社団法人に移行したことに伴い、これまで

の会員を対象とした活動から、非会員企業も含め、広く県内工業の発展を図るための活

動が求められている。

平成２５年度は、鹿児島県の委託事業である「ものづくり企業元気おこし交流事業」

に取り組み、工業倶楽部会員のみならず非会員企業等も多数参加し、各テーマごとの検

討会を通じ、大学の先生方との交流や異業種間の交流が深まり、新たな商品の企画に結

びつく動きが起こり始めてきた。

さらに、産学官連携を推進するため、鹿児島大学、鹿児島高等専門学校や県、（公財）

かごしま産業支援センター、県工業技術センター等との連携を進めながら、新しい連携

のあり方を模索し、昨年に引き続き、鹿児島大学稲盛会館で｢第三回食と健康に関するシ

ンポジウム｣を開催したほか、鹿児島大学や鹿児島高等専門学校が主催するラボツアーや

産学官連携コーディネーター会議等へ参加したところである。

その他、ベンチャープラザ鹿児島二水会の開催や工業倶楽部の各プラザ、部会の活動

促進のための支援や、会報の発行等により会員企業への情報提供などに努めた。

［主要事業］

Ⅰ 講演会等

１ 平成 ５年度通常総会記念講演会

・日時 平成 ５年 月 ７日 月

・場所 城山観光ホテル ルビーホール飛天

講演 「過疎集落から世界のマーケットに」

講師 石川県羽咋市教育委員会 文化財室長 高野 誠鮮氏

・参加者（９３名）

２ 第三回 食と健康に関するシンポジウム～「進化するかごしまの食材」～

・日時 平成 ５年１１月１ 日 火

・場所 鹿児島大学稲盛会館

（テーマ１．食品の品質管理と健康）

・講演１ 「健康をサポートする油脂の機能性」

九州大学名誉教授 菅野 道廣氏

・講演２ 「食用油の適正な食品利用」

日清オイリオグループ（株）執行役員 青山 敏明氏

・講演３ 「病気にならない油脂の摂取方法」

鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科教授 西尾 善彦氏

（テーマ２．鹿児島の食を守り、育てる）

・講演４ 「シラスウナギ安定生産に向けた取り組み（完全養殖への展望）」

（独）水産総合研究センター増養殖研究所志布志庁舎

主任研究員 今泉 均氏

・講演５ 「安全な高機能飼料で守る畜産王国」

鹿児島大学農学部准教授 大塚 彰氏

・講演６ 「藻場を守り、未利用海藻を資源に」
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鹿児島大学水産学部准教授 寺田 竜太氏

・総括 鹿児島大学水産学部教授 木村 郁夫氏

・参加者 ２５０名、 シンポジウム終了後、講師を交えて交流会を実施。

３ 平成２６年工業倶楽部新年大会

・日時 平成２６年１月１９日（火）

・場所 城山観光ホテル ロイヤルガーデン

祖業として成長を支えてきた繊維事業を大胆に縮小し、代わりにフィルムや樹

脂、ライフサイエンスといった非繊維産業への転換を自ら進めた実体験に基づく、

「停滞は悪、挑戦は善」という理念での貴重な講演をいただいた。

演題 「素材力でイノベーション」～技術と市場をむすぶ～

講師 東洋紡株式会社 代表取締役社長 坂元 龍三氏

参加者 １６０名

Ⅱ ものづくり企業元気おこし交流事業 鹿児島県委託事業

異業種間の交流・連携により企業のニーズと大学の研究シーズとのマッチングを行い、新製

開発や販路拡大等を支援するため次の事業を実施した。

１ 事業の進め方

（１） 第 1回代表者会議（5/18） 
・事業の進め方についての説明、意見交換（会議１５名参加） 

（２） 第２回代表者会議（7/31） 
・テーマの設定（３グループ） 
・グループ編成、検討会の進め方について承認 

２ 事業実施内容

（１） ものづくり企業元気おこし交流事業講演会（7/31） 
（基調講演）１４０名 
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鹿児島大学大学院 理工学研究科 小原幸三教授 
② 光合成細菌の農業分野への有効利用 
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（３） 研究シーズ等の発表

①「食産業部会 月例会 研究シーズ発表会 」

日時：平成 年 月 日 木 ： ～ ：

場所： 有 マチダ商事「菓子・パン材料のお店Ｍ エム 」 階講習会場

鹿児島市中央町

生物未利用資源の活用技術―水産資源の食品・畜産分野への利用

鹿児島純心女子大学看護栄養学部 中野隆之教授

＜参加者＞ ２０名

②「 プラザ 月例会 研究シーズ発表会 」

日時：平成 年 月 日 木 ： ～

場所：ソフトプラザかごしま２階展示会議室（ ）（鹿児島市名山町 ）

「奄美黒糖焼酎の高品質化に関する研究」

鹿児島県工業技術センター 安藤義則主任研究員

＜参加者＞ 名

③「川薩地区プラザ 月例会 研究シーズ発表会 」

日時：平成 年 月 日 月 ： ～

場所： 川内ホテル 薩摩川内市鳥追町

生物未利用資源の活用技術～水産資源の食品・畜産分野への利用～

鹿児島純心女子大学看護栄養学部 中野隆之教授

＜参加者＞ ３０名

④「大隅地区 研究シーズ発表会 」

日時：平成 年 月 日 水 時 分～ 時 分

場所：鹿屋市農業研修センター（鹿屋市札元 ）

「バイオビジネスにおける善玉菌と悪玉菌

～光合成細菌の農業分野への有効利用～」

鹿児島大学 水産学部 食品・資源利用学分野

前田広人教授

「生物未利用資源の活用技術

～水産資源の食品・畜産分野への利用～」

鹿児島純心女子大学 看護栄養学部 健康栄養学科

中野隆之教授

＜参加者＞ ３８ 名

（４） 他県異業種交流グループ等の視察及び交流

① 日程・視察先等

・日 程：平成 年 月 日（火）～ 日（水）

・訪問先：

イ 月 日（火）午後

生産技術開発協同組合 熊本県の産業用機器開発関連 企業組合）の 社

・株式会社 プレシード ：上益城郡嘉島町井寺 ‐

・株式会社 アラオ ： 熊本市南区富合町釈迦堂

３ 生物未利用資源の活用技術

～水産資源の食品・畜産分野等への利用～

鹿児島純心女子大学 看護栄養学部 健康栄養学科 中野 隆之 教授

② 各グループの検討会（開催日時、場所）

１

ナノサイエンスを用いた電子エネルギー制御による原子改質技術

～薄膜技術の繊維素材への応用～

鹿児島大学大学院 理工学研究科 小原幸三教授

第 回：平成 年 月 日 木 ： 鹿児島大学工学部講義棟 号教室

第 回：平成 年 月 日 木 ： 鹿児島大学工学部講義棟 号教室

第 回：平成 年 月 日 木 ： 鹿児島大学工学部講義棟 号教室

工場視察：平成 年 月 日 木 アルバック九州㈱ 霧島市横川町上ノ ～

＜延べ参加者数７６名＞

２

バイオビジネスにおける善玉菌と悪玉菌

～光合成細菌の農業分野への有効利用～

鹿児島大学水産学部 食品・資源利用学分野 前田広人教授

第 回：平成 年 月 日 火 ： 鹿児島大学水産学部 号館 Ｆ大会議室

第 回：平成 年 月 日 木 ： 鹿児島大学水産学部 号館 Ｆ大会議室

現地視察：平成 年 月 日（火 かのやばら園 鹿屋市浜田町

第 回：平成 年 月 日 木 ： 鹿児島大学水産学部 号館 Ｆ大会議室

＜延べ参加者数１１３名＞

３

生物未利用資源の活用技術

～水産資源の食品・畜産分野等への利用～

鹿児島純心女子大学 看護栄養学部健康栄養学科 中野 隆之 教授

第 回：平成 年 月 日 金 ： 産業会館 Ｆ 会議室

第 回：平成 年 月 日 金 ： ソフトプラザ Ｆ 会議室

第 回：平成 年 月 日 木 ： 鹿児島大学水産学部 号館 Ｆ大会議室

＜延べ参加者数７４名＞

③ 合同発表会の開催

平成 年 月 日 火 開催の工業倶楽部新年大会 城山観光ホテル において、

各テーマ毎に現状及び今後の展望について発表、及び東洋紡株式会社坂元龍三社

長の講演を実施。

演題：「素材力でイノベーション ～技術と市場をむすぶ～」
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Ⅵ 関連事業等

１ 『かごしまデザインフェア デザイン百覧会』の開催協力 負担金拠出

平成 ６年２月 １日 金 ～ ３日 日 かごしま県民交流センター

主催 かごしまデザインフェア実行委員会

県、産業支援センター、鹿児島デザイン協会、工業倶楽部

２ 未来を拓くキャリア教育推進事業（県教育庁：高校教育課）への協力 
(1)  中・高校生のインターンシップ事業 
① 県内の経済団体が、夏休みを中心に、中学生・高校生を受け入れ。 
・ (株)九州タブチ：霧島高校２名（７/３１～８/２） 
・小城製粉（株）：江内中学校２名（８/２０、８/２２～８/２３） 

(2)  学校への講師派遣事業（小学校含む） 
①伊集院高校：（株）トヨタ車体研究所 市来正人氏（７/１８）  

  ②鹿児島市立宇宿小学校：（株）トヨタ車体研究所 永重一博氏（１１ ２７）

③加治木工業高校：（株）トヨタ車体研究所 大脇康博氏（１ １７）  
 

３ 「鹿児島大学工業倶楽部賞」の提供 〔鹿大卒業式 平成 ６年３月 日〕

鹿児島県地域産業の発展に貢献する優秀な研究業績を挙げた大学院卒業生に、学

長、工業倶楽部会長の連名による表彰状及び記念品の授与 人

津末成太和（つすえ まさたか）大学院農学研究科生物資源化学専攻

「食品廃棄物残さの飼料化に関する研究」

朝國文香（あさくに ふみか）大学院農学研究科生物環境学専攻

「近赤外分光法を用いた安納イモ糖度の迅速測定技術の確立に関する研究」

４ 鹿児島大学、鹿児島工業高等専門学校ラボツアーへの参加

鹿児島大学

・日時 平成２５年９月１３日（金）

・場所 鹿児島大学水産学部

・水産学部の研究シーズ

鹿児島工業高等専門学校

・日時 平成２６年２月２８日（金）

・場所 鹿児島高専

・機械工学科、電子制御工学科等の研究シーズ

５ その他

ＪＩＣＡ青年研修・インド研修団と貿易部会との意見交換会

・日時 平成２５年１２月１０日（火）

・場所 県産業会館会議室

来鹿中のインド中央政府職員（経済行政・産業振興コース）１７名

と工業倶楽部貿易部会員（８名）とでインドの経済情勢の説明を受け

た後、鹿児島の産業の現状等について、意見交換会を実施。

交流会：宿泊ホテルにて、生産技術開発協同組合の代表者 名との意見

交換・懇談会を実施

ロ 月 日（水）午前

熊本県庁 くまもとブランド推進課（くまモン担当課）

・ホテル熊本テルサ（県庁近く）： 熊本市中央区水前寺公園 ‐

・「ゆるキャラから売るキャラへ 「くまモン」にみるブランド戦略 」

・参加者：１４名

Ⅲ ベンチャープラザの開催

公財 かごしま産業支援センター、 社 九州ニュービジネス協議会と共催でベンチャープ

ラザ鹿児島｢二水会｣を開催。 年４回 月 月 月 月の第２水曜日

１ 第５７回 ５月１４日（水） 
①マンガプロジェクト鹿児島（鹿児島市）②株式会社ＹＳフーズ（鹿児島市）有 
限会社Ａｌｉｖｅ Ｃａｓｔ（福岡市） 

２ 第５８回 ８月７日（水） 
①有限会社Ｔｒｕｅ Ｂａｌａｎｃｅ （鹿児島市）②南洲農場株式会社（肝付 
町）③株式会社ＣＨＡＯＳ・ＳＹＳＴＥＭＳ（熊本県上益城郡） 

３ 第５９回 １１月１３日（水） 名

①有限会社藤井ピアノサービス（薩摩川内市）「グランドピアノの音色・弾き心

地がアップライトピアノで実現！」 ②株式会社小田畳商会（鹿児島市）「誰で

もどこでも使える畳洗える畳『洗畳』からの成長」 ③株式会社シー・アール・

シー（福岡市）「消滅型家庭用及び業務用生ごみ処理機の販売」

４ 第６０回 ２月１２日（水）１１８名

【第１部】６０回記念講演

演題 「ピンチをチャンスに変える方法」

講師 株式会社晴天（あおぞら） 代表取締役 白水ルリ子

【第２部】ビジネスプレゼンテーション

①（一社）鹿児島県情報サービス産業協会 （鹿児島市）「鹿児島発！暇つぶ

し観光お助けスマートフォンアプリ『ひまナビ』のご紹介」②株式会社しか

屋（鹿児島市）「納豆サプリ」③株式会社サムライト（福岡市）「携帯型タブ

レット端末を活用した介護予防講座事業展開」

Ⅳ プラザ等の活動

異業種交流を旨とする当倶楽部の中心的活動主体であり、グループごとに自発的に例会を

開催し、講演、情報交換、視察、研究、実証などを実施

プラザ、部会、研究会、地区プラザ等それぞれ計画に従って随時開催。

Ⅴ 会報の発行 所管：総務・広報委員会

・ 第 回目の発行：Ｎｏ．５２号（2013年 7月） 
（通常総会、部会・プラザ活動状況、新会員情報、ものづくり企業元気おこし 
交流事業講演会案内等） 

・ 第 回目の発行：Ｎｏ．５３号（ ４年１月）

（新年大会号：ものづくり企業元気おこし交流事業の異業種交流会における検

討結果報告、講演会、新会員情報等）
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７月２２日 
 

 
〃  

 
 
３１日 

 
〃 

８４プラザを開催し、「世界のお茶事情と株式会社下堂園」と題し、 株 下堂園 代表取

締役社長 下堂薗豊氏が講演。

川薩地区プラザを開催し、「薩摩川内市観光シティセールスについて」と題し、薩摩川内

市シティセールス課長 古川英利氏が講演。

「ものづくり企業元気おこし交流事業」第２回代表者会議を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業講演会・事例発表会を開催。基調講演①「ナノサイエン
スを用いた電子エネルギー制御による原子改質技術 ―薄膜技術の繊維素材への応用― 鹿児島大

学大学院 理工学研究科 小原幸三教授 基調講演②「バイオビジネスにおける善玉菌と悪玉菌」
―光合成細菌の農業分野への有効利用― 鹿児島大学水産学部 食品・資源利用学分野 前田広人

教授が講演。③「ＬＥＤ照明で、新しい照明文化創りを目指す―野武士集団―交和電気産

業 株 開発部統括部長 種田修氏 ④「農高度窒素排水の高速除去」 株 栄電社 バイオ

環境グループ マネージャー 川路博文氏が事例発表を行った。

８月 ７日 
 
 

８日 
 

 
２３日 

 
 
〃 

 
２７日 

 
２９日 

 

第５８回ベンチャープラザ鹿児島「二水会」を、（公財）かごしま産業支援センター、（社）

九州ニュービジネス協議会鹿児島地域委員会と合同で開催。

平成２５年度九州各県工業団体事務局連絡会議を開催し、各県の事業内容、取り組み等に

ついて協議。 株堀場エステック阿蘇工場を視察。

８４プラザを開催し、「だれがどのように、組織を動かすのか」と題し、鹿児島大学名誉教

授 宮廻甫充氏が講演。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第１回異業種交流会テーマ３ 中野教授 を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第１回異業種交流会テーマ２ 前田教授 を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第１回異業種交流会テーマ１ 小原教授 を開催。

９月 ５日 
 

〃 
 

 
〃 

 
１１日 
 
１２日 
 
 
２５日 

 

２６日 
 

 

第２回正副会長会を開催し、年度後半の事業活動等について協議。

第２回理事会を開催し、食と健康に関するシンポジウム、新年大会、諸規程の整備等につ

いて審議。

鹿児島県商工労働水産部との懇談会開催。

八日会を開催し、情報交換会を実施。

ものづくり企業元気おこし交流事業 シーズ発表会 食産業部会９月例会と合同 を開

催。

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、情報交換

会を実施。

貿易部会を開催し、「ベトナムの今」と題し、弓場貿易 株 代表取締役 弓場秋信氏が

講話。

 
１０月１５日 
 

川薩地区プラザを開催し、「薩摩川内市商工観光の展望について」と題し、薩摩川内市商

工観光部長 末永隆光氏が講演。

◇ 活動実施状況

平成２５年 
４月１２日 
 
          
２２日 

 
〃 

 
〃 
 
 
〃  

 
プラザいもづるを開催し、「鹿児島の旅行業界について」と題し、桜観光 鹿児島営業所

井上庄司氏が講演。 
 
第１回正副会長会を開催し、平成２５年度通常総会等について協議。 
 
第１回理事会を開催し、２４年度決算及び２５年度予算、通常総会等について審議し、25
年度予算を決議。 
 
８４プラザを開催し、「商 空間 住 空間のデザインについて」と題し、 株 マツシタ

デザイン 代表取締役 松下清志氏が講演。

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、情報交換

会を実施。 
 

５月１４日 
 

 
１７日 

 
 

１８日 
 

２０日 
 

 
２７日 

 
 
 

第５７回ベンチャープラザ鹿児島「二水会」を、（公財）かごしま産業支援センター、（社）

九州ニュービジネス協議会鹿児島地域委員会と合同で開催。

南薩地区プラザを開催し、平成１７年より南さつま市から借り受けていた農地の返還につ

いての報告等。

「ものづくり企業元気おこし交流事業」に係る第１回代表者会議を開催。

川薩地区プラザを開催し、「薩摩川内市次世代エネルギー及び今年度事業の概要について」

薩摩川内市新エネルギー対策監 向野陽一郎氏が講演。

平成２５年度通常総会を城山観光ホテル「ルビーホール飛天」で開催し、平成２４年度の

事業報告及び収支決算並びに平成２５年度事業計画及び収支予算 案 等について審議を

行い承認・可決。また、「過疎集落から世界のマーケットに」と題して、石川県羽咋市教

育委員会 文化財室長・歴史民俗資料館長 高野誠鮮氏が記念講演

６月 ４日 
 

７日 
 
 
１２日 

 
 
１４日 

 
 
２４日 

総務・広報委員会を開催し、会報の発行内容について検討。

八日会を開催し、「地域活性化活動への取り組み」と題し、 株 トヨタ車体研究所 エク

ゼクティブ・アドバイザー 宮村憲一氏が講演。

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、情報交換

会を実施。 

プラザいもづるを開催し、「桜島を知る・活かす」と題し、鹿児島大学名誉教授 大木公

彦氏が講演。 

８４プラザを開催し、「鹿児島県島嶼の農業」と題し、鹿児島大学農学部長 冨永茂人氏が講演。

７月  ５日 
 

１７日 
 

工業倶楽部の会報誌№.５２を作成し、会員、関係機関等に配布。 

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、情報交換

会を実施。 
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７月２２日 
 

 
〃  

 
 
３１日 

 
〃 

８４プラザを開催し、「世界のお茶事情と株式会社下堂園」と題し、 株 下堂園 代表取

締役社長 下堂薗豊氏が講演。

川薩地区プラザを開催し、「薩摩川内市観光シティセールスについて」と題し、薩摩川内

市シティセールス課長 古川英利氏が講演。

「ものづくり企業元気おこし交流事業」第２回代表者会議を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業講演会・事例発表会を開催。基調講演①「ナノサイエン
スを用いた電子エネルギー制御による原子改質技術 ―薄膜技術の繊維素材への応用― 鹿児島大

学大学院 理工学研究科 小原幸三教授 基調講演②「バイオビジネスにおける善玉菌と悪玉菌」
―光合成細菌の農業分野への有効利用― 鹿児島大学水産学部 食品・資源利用学分野 前田広人

教授が講演。③「ＬＥＤ照明で、新しい照明文化創りを目指す―野武士集団―交和電気産

業 株 開発部統括部長 種田修氏 ④「農高度窒素排水の高速除去」 株 栄電社 バイオ

環境グループ マネージャー 川路博文氏が事例発表を行った。

８月 ７日 
 
 

８日 
 

 
２３日 

 
 
〃 

 
２７日 

 
２９日 

 

第５８回ベンチャープラザ鹿児島「二水会」を、（公財）かごしま産業支援センター、（社）

九州ニュービジネス協議会鹿児島地域委員会と合同で開催。

平成２５年度九州各県工業団体事務局連絡会議を開催し、各県の事業内容、取り組み等に

ついて協議。 株堀場エステック阿蘇工場を視察。

８４プラザを開催し、「だれがどのように、組織を動かすのか」と題し、鹿児島大学名誉教

授 宮廻甫充氏が講演。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第１回異業種交流会テーマ３ 中野教授 を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第１回異業種交流会テーマ２ 前田教授 を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第１回異業種交流会テーマ１ 小原教授 を開催。

９月 ５日 
 

〃 
 

 
〃 

 
１１日 
 
１２日 
 
 
２５日 

 

２６日 
 

 

第２回正副会長会を開催し、年度後半の事業活動等について協議。

第２回理事会を開催し、食と健康に関するシンポジウム、新年大会、諸規程の整備等につ

いて審議。

鹿児島県商工労働水産部との懇談会開催。

八日会を開催し、情報交換会を実施。

ものづくり企業元気おこし交流事業 シーズ発表会 食産業部会９月例会と合同 を開

催。

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、情報交換

会を実施。

貿易部会を開催し、「ベトナムの今」と題し、弓場貿易 株 代表取締役 弓場秋信氏が

講話。

 
１０月１５日 
 

川薩地区プラザを開催し、「薩摩川内市商工観光の展望について」と題し、薩摩川内市商

工観光部長 末永隆光氏が講演。

◇ 活動実施状況

平成２５年 
４月１２日 
 
          
２２日 

 
〃 

 
〃 
 
 
〃  

 
プラザいもづるを開催し、「鹿児島の旅行業界について」と題し、桜観光 鹿児島営業所

井上庄司氏が講演。 
 
第１回正副会長会を開催し、平成２５年度通常総会等について協議。 
 
第１回理事会を開催し、２４年度決算及び２５年度予算、通常総会等について審議し、25
年度予算を決議。 
 
８４プラザを開催し、「商 空間 住 空間のデザインについて」と題し、 株 マツシタ

デザイン 代表取締役 松下清志氏が講演。

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、情報交換

会を実施。 
 

５月１４日 
 

 
１７日 

 
 

１８日 
 

２０日 
 

 
２７日 

 
 
 

第５７回ベンチャープラザ鹿児島「二水会」を、（公財）かごしま産業支援センター、（社）

九州ニュービジネス協議会鹿児島地域委員会と合同で開催。

南薩地区プラザを開催し、平成１７年より南さつま市から借り受けていた農地の返還につ

いての報告等。

「ものづくり企業元気おこし交流事業」に係る第１回代表者会議を開催。

川薩地区プラザを開催し、「薩摩川内市次世代エネルギー及び今年度事業の概要について」

薩摩川内市新エネルギー対策監 向野陽一郎氏が講演。

平成２５年度通常総会を城山観光ホテル「ルビーホール飛天」で開催し、平成２４年度の

事業報告及び収支決算並びに平成２５年度事業計画及び収支予算 案 等について審議を

行い承認・可決。また、「過疎集落から世界のマーケットに」と題して、石川県羽咋市教

育委員会 文化財室長・歴史民俗資料館長 高野誠鮮氏が記念講演

６月 ４日 
 

７日 
 
 
１２日 

 
 
１４日 

 
 
２４日 

総務・広報委員会を開催し、会報の発行内容について検討。

八日会を開催し、「地域活性化活動への取り組み」と題し、 株 トヨタ車体研究所 エク

ゼクティブ・アドバイザー 宮村憲一氏が講演。

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、情報交換

会を実施。 

プラザいもづるを開催し、「桜島を知る・活かす」と題し、鹿児島大学名誉教授 大木公

彦氏が講演。 

８４プラザを開催し、「鹿児島県島嶼の農業」と題し、鹿児島大学農学部長 冨永茂人氏が講演。

７月  ５日 
 

１７日 
 

工業倶楽部の会報誌№.５２を作成し、会員、関係機関等に配布。 

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、情報交換

会を実施。 



10

平成２６年 
１月１６日 

 
 
２１日 
 

 
 
３０日 
 
〃 

 
 
３１日 

 
ものづくり企業元気おこし交流事業 テーマ 小原教授 で、「アルバック九州㈱」工場視

察。

「新年大会」を開催し、ものづくり企業元気おこし交流事業の３テーマの異業種交流会に

おける検討結果報告及び記念講演として、「素材力でイノベーション －技術と市場を結

ぶ－」と題して、東洋紡株式会社 代表取締役社長 坂元龍三氏が講演。

ものづくり企業元気おこし交流事業 シーズ発表会 ８４プラザ１月例会 を開催。

 
８４プラザを開催し、演題「奄美黒糖焼酎の高品質化に関する研究」と題して、鹿児島県

工業技術センター主任研究員 安藤義則氏が講演。

南薩地区プラザを開催し、情報交換会を実施。

２月 ３日 
 

７日 
 
１２日 

 
 
１７日 

 
 

 
２６日 

 

工業倶楽部の会報誌№.５３を作成し、会員、関係機関等に配布。 
 
八日会を開催し、情報交換会を実施。

 
第６０回ベンチャープラザ鹿児島「二水会」を、（公財）かごしま産業支援センター、（社）

九州ニュービジネス協議会鹿児島地域委員会と合同で開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業 シーズ発表会 川薩地区プラザ２月例会 を開催。

「生物未利用資源の活用技術 ～水産資源の食品・畜産分野への利用～」と題して、鹿児

島純心女子大学 中野隆之教授が発表。

食産業部会を開催し、「変わる食ビジネスとデザインの可能性～少人数世帯・高齢社会・

消費増税」と題して、 ．代表（食のプランナー）中島 秋津子氏が講演。

３月 ７日 
 
１２日 

 
１３日 

 
〃 

 
 

〃 
 

 
１４日 
 
２５日 

 
 

〃 
 

八日会を開催し、情報交換会を実施。

ものづくり企業元気おこし交流事業 シーズ発表会 大隅地区 を開催。

 
第３回正副会長会を開催し、理事会議題の協議。 
 
８４プラザを開催し、「インドネシアの現状とアグロバイオビジネスの可能性」と題して、

インドネシア 代表（味の素㈱ ）三輪治文氏が講演。

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、「東アフリ

カビジネス視察報告」と題して、林建設 株 代表取締役 林隆秀氏が講演。

プラザいもづるを開催し、情報交換会を実施。

平成２５年度第６２回鹿児島大学卒業式で、朝國文香氏、津末成太和氏へ鹿児島大学工業

倶楽部賞として表彰状と記念品を授与。

 
第３回理事会を開催し、平成２６年度事業計画及び収支予算(案)等について審議・決議。 

 

１０月１７日 
 

１８日 
 

２２日 
～２３日 

 
 

２４日 
 
２５日 

 
 
２６日 

 

ものづくり企業元気おこし交流事業 第２回異業種交流会テーマ２ 前田教授 を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第２回異業種交流会テーマ３ 中野教授 を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業で、「他県異業種交流グループ等の視察及び交流」を

実施。生産技術開発協同組合（熊本県の産業用機器開発関連企業組合）の２社（㈱プレシ

ード、㈱アラオを視察。熊本県庁「くまもとブランド推進課（くまモン担当課）」と交流。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第２回異業種交流会テーマ１ 小原教授 を開催。

 
８４プラザを開催し、「昔、今、これからの電気と生活」と題し、鹿児島大学理事（研究担当）

住吉文夫氏が講演。

南薩地区プラザを開催し、情報交換会を実施。

 
１１月１３日 
 
 

１９日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２６日 
 

２８日 

第５９回ベンチャープラザ鹿児島「二水会」を、（公財）かごしま産業支援センター 、（社）

九州ニュー ビジネス協議会鹿児島地域委員会と合同で開催。

第三回食と健康に関するシンポジウムを鹿児島大学「稲盛会館」で開催し、◇テーマ１食

品の品質管理と健康 ・①「健康をサポートする油脂の機能性」九州大学名誉教授 菅野

道廣氏 ②「食用油の適正な食品利用」日清オイリオグループ 株 執行役員 青山敏明

氏 ③「病気にならない油脂の摂取方法」鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科教授 西

尾義彦氏 ◇テーマ２鹿児島の食を守り、育てる ④ ｢シラスウナギ安定生産に向けた

取り組み（安全養殖への展望）｣ 独 水産総合研究センター増殖研究所志布志庁舎 主

任研究員 今泉均氏 ⑤「安全な高機能飼料で守る畜産王国」鹿児島大学農学部准教授

大塚彰氏 ⑥「藻場を守り、未利用海藻を資源に」寺田竜太氏が講演。最後に鹿児島大学

水産学部教授 木村郁夫氏が総括。

ものづくり企業元気おこし交流事業 テーマ２ 前田教授 で、「かのやばら園」視察。

８４プラザを開催し、「災害からの教訓 －８・６水害から２０年、安全に慣れきった生

活を問い直すー」と題し、 南日本放送技術局・気象予報士 亀田晃一氏が講演。

 
１２月 ９日 
 

 
１０日 
 
１１日 
 
１２日 

 
 
１７日 

 
 

１９日 
 

川薩地区プラザを開催し、「純大の進路と中野教授の研究について」と題し、進路担当課

長と鹿児島純心女子大学 中野隆之教授が説明。

青年研修インド／経済行政 産業振興 と工業倶楽部会員との意見交換会を開催。

総務・広報委員会を開催し、会報の発行内容について検討。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第３回異業種交流合同会テーマ２ 前田教授 、テー

マ３ 中野教授 を開催。

８４プラザを開催し、「 の盟主インドネシアの変貌」と題し、弓場貿易 株 代表

取締役 弓場秋信氏が講演。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第３回異業種交流会テーマ 小原教授 を開催。
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平成２６年 
１月１６日 

 
 
２１日 
 

 
 
３０日 
 
〃 

 
 
３１日 

 
ものづくり企業元気おこし交流事業 テーマ 小原教授 で、「アルバック九州㈱」工場視

察。

「新年大会」を開催し、ものづくり企業元気おこし交流事業の３テーマの異業種交流会に

おける検討結果報告及び記念講演として、「素材力でイノベーション －技術と市場を結

ぶ－」と題して、東洋紡株式会社 代表取締役社長 坂元龍三氏が講演。

ものづくり企業元気おこし交流事業 シーズ発表会 ８４プラザ１月例会 を開催。

 
８４プラザを開催し、演題「奄美黒糖焼酎の高品質化に関する研究」と題して、鹿児島県

工業技術センター主任研究員 安藤義則氏が講演。

南薩地区プラザを開催し、情報交換会を実施。

２月 ３日 
 

７日 
 
１２日 

 
 
１７日 

 
 

 
２６日 

 

工業倶楽部の会報誌№.５３を作成し、会員、関係機関等に配布。 
 
八日会を開催し、情報交換会を実施。

 
第６０回ベンチャープラザ鹿児島「二水会」を、（公財）かごしま産業支援センター、（社）

九州ニュービジネス協議会鹿児島地域委員会と合同で開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業 シーズ発表会 川薩地区プラザ２月例会 を開催。

「生物未利用資源の活用技術 ～水産資源の食品・畜産分野への利用～」と題して、鹿児

島純心女子大学 中野隆之教授が発表。

食産業部会を開催し、「変わる食ビジネスとデザインの可能性～少人数世帯・高齢社会・

消費増税」と題して、 ．代表（食のプランナー）中島 秋津子氏が講演。

３月 ７日 
 
１２日 

 
１３日 

 
〃 

 
 

〃 
 

 
１４日 
 
２５日 

 
 

〃 
 

八日会を開催し、情報交換会を実施。

ものづくり企業元気おこし交流事業 シーズ発表会 大隅地区 を開催。

 
第３回正副会長会を開催し、理事会議題の協議。 
 
８４プラザを開催し、「インドネシアの現状とアグロバイオビジネスの可能性」と題して、

インドネシア 代表（味の素㈱ ）三輪治文氏が講演。

さつまプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部会合同例会を開催し、「東アフリ

カビジネス視察報告」と題して、林建設 株 代表取締役 林隆秀氏が講演。

プラザいもづるを開催し、情報交換会を実施。

平成２５年度第６２回鹿児島大学卒業式で、朝國文香氏、津末成太和氏へ鹿児島大学工業

倶楽部賞として表彰状と記念品を授与。

 
第３回理事会を開催し、平成２６年度事業計画及び収支予算(案)等について審議・決議。 

 

１０月１７日 
 

１８日 
 

２２日 
～２３日 

 
 

２４日 
 
２５日 

 
 
２６日 

 

ものづくり企業元気おこし交流事業 第２回異業種交流会テーマ２ 前田教授 を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第２回異業種交流会テーマ３ 中野教授 を開催。

ものづくり企業元気おこし交流事業で、「他県異業種交流グループ等の視察及び交流」を

実施。生産技術開発協同組合（熊本県の産業用機器開発関連企業組合）の２社（㈱プレシ

ード、㈱アラオを視察。熊本県庁「くまもとブランド推進課（くまモン担当課）」と交流。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第２回異業種交流会テーマ１ 小原教授 を開催。

 
８４プラザを開催し、「昔、今、これからの電気と生活」と題し、鹿児島大学理事（研究担当）

住吉文夫氏が講演。

南薩地区プラザを開催し、情報交換会を実施。

 
１１月１３日 
 
 

１９日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２６日 
 

２８日 

第５９回ベンチャープラザ鹿児島「二水会」を、（公財）かごしま産業支援センター 、（社）

九州ニュー ビジネス協議会鹿児島地域委員会と合同で開催。

第三回食と健康に関するシンポジウムを鹿児島大学「稲盛会館」で開催し、◇テーマ１食

品の品質管理と健康 ・①「健康をサポートする油脂の機能性」九州大学名誉教授 菅野

道廣氏 ②「食用油の適正な食品利用」日清オイリオグループ 株 執行役員 青山敏明

氏 ③「病気にならない油脂の摂取方法」鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科教授 西

尾義彦氏 ◇テーマ２鹿児島の食を守り、育てる ④ ｢シラスウナギ安定生産に向けた

取り組み（安全養殖への展望）｣ 独 水産総合研究センター増殖研究所志布志庁舎 主

任研究員 今泉均氏 ⑤「安全な高機能飼料で守る畜産王国」鹿児島大学農学部准教授

大塚彰氏 ⑥「藻場を守り、未利用海藻を資源に」寺田竜太氏が講演。最後に鹿児島大学

水産学部教授 木村郁夫氏が総括。

ものづくり企業元気おこし交流事業 テーマ２ 前田教授 で、「かのやばら園」視察。

８４プラザを開催し、「災害からの教訓 －８・６水害から２０年、安全に慣れきった生

活を問い直すー」と題し、 南日本放送技術局・気象予報士 亀田晃一氏が講演。

 
１２月 ９日 
 

 
１０日 
 
１１日 
 
１２日 

 
 
１７日 

 
 

１９日 
 

川薩地区プラザを開催し、「純大の進路と中野教授の研究について」と題し、進路担当課

長と鹿児島純心女子大学 中野隆之教授が説明。

青年研修インド／経済行政 産業振興 と工業倶楽部会員との意見交換会を開催。

総務・広報委員会を開催し、会報の発行内容について検討。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第３回異業種交流合同会テーマ２ 前田教授 、テー

マ３ 中野教授 を開催。

８４プラザを開催し、「 の盟主インドネシアの変貌」と題し、弓場貿易 株 代表

取締役 弓場秋信氏が講演。

ものづくり企業元気おこし交流事業 第３回異業種交流会テーマ 小原教授 を開催。

 



12

◇ 各委員会活動実績 

委員会名 月 日 内 容 場 所 
総務・広報

委員会 
６月４日 会報№５２号の発行について打合せ 工業倶楽部 

事務局 
12 月 11 日 会報№５３号の発行について打合せ 工業倶楽部 

事務局 
 
◇ 各部会活動実績 

部会名 月 日 内 容 場 所 
福 祉 ビ ジ

ネ ス 研 究

部会 
（ さ つ ま

プラザ・プ

ラ ザ さ く

ら じ ま と

合同） 
 

４月 日 情報交換 ﾋﾟﾅｰﾙさくら

６月 日 情報交換 ﾎﾃﾙ・ﾚｸｽﾄﾝ鹿

児島「竈ダイ

ニング皇’」

７月 日 情報交換 江戸ツ子寿司

本店

９月 日 情報交換 県市町村自治

会館 ５階

月 日 （ ）演題「東アフリカビジネス視察報告」

講師 林建設（株） 代表取締役 林 隆秀氏

（ ）情報交換

県市町村自治

会館 ５階 

食 産 業 部

会 
 

９月 日 （ものづくり企業元気おこし交流事業シーズ発表会）

オープンキッチンの概要と活用事例について

・ 有 マチダ商事 代表取締役社長 板山孝司氏

工業倶楽部「ものづくり企業元気おこし交流事業」

について

・工業倶楽部ものづくり企業元気おこし交流事業

推進員 岩元宏毅

生物未利用資源の活用技術―水産資源の食品・畜産

分野等への利用―

・鹿児島純心女子大学看護栄養学部

教授 中野隆之氏

情報交換その他

有 マチダ商

事 菓子・パン

材料のお店Ｍ

（エム） 

月 日 （ ）会員間の情報交換

（ ）講演「変わる食ビジネスとデザインの可能性

～少人数世帯・高齢社会・消費増税」について

ＳＴＵＤＩＯ Ｋ． 代表（食のプランナー）

中島 秋津子氏

（ ）情報交換その他

ソフトプラザ

かごしま２

展示会議室

 

貿易部会 ９月 日 講話「ベトナムの今」

弓場貿易（株） 代表取締役 弓場秋信氏

意見交換

現況報告

その他

ソフトプラザ

かごしま２

展 示 会 議 室

 

月 日 青年研修インド／経済行政（産業振興）コース

一行７名と工業倶楽部会員との意見交換会

情報交換会

県産業会館

３階会議室

各 種 会 合 等 一 覧 表 

月 総会・理事会 
正副会長会 委 員 会 等 プラザ・部会・研究会・講演会等 計 

４ 正副会長会 
理事会  

８４プラザ、プラザいもづる、さつまプラ

ザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部

会合同 
5 

５ 通常総会  
八日会、南薩地区プラザ、川薩地区プラザ 

4 

６  総務・広報委員会 
８４プラザ、八日会、プラザいもづる、さつ

まプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス

研究部会合同 
5 

７   
８４プラザ、さつまプラザ・プラザさくらじ

ま・福祉ビジネス研究部会合同、川薩地区プ

ラザ 
3 

８   
８４プラザ 

1 

９ 正副会長会 
理事会  

食産業部会、貿易部会、八日会、さつまプラ

ザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部

会合同、県商工労働水産部との懇談会

7 

10   
８４プラザ、八日会、南薩地区プラザ、川薩

地区プラザ 4 

11   
第三回食と健康に関するシンポジウム、８４

プラザ 2 

12  総務・広報委員会 
貿易部会、８４プラザ、プラザいもづる、川

薩地区プラザ 
 

5 

26
年

１ 
  

新年大会、８４プラザ、南薩地区プラザ 
3 

２   
食産業部会、八日会、川薩地区プラザ 

3 

３ 正副会長会  
理事会  

８４プラザ、八日会、プラザいもづる、さつ

まプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス

研究部会合同 6 

各 種 会 合 回 数 ４8 回 
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◇ 各委員会活動実績 

委員会名 月 日 内 容 場 所 
総務・広報

委員会 
６月４日 会報№５２号の発行について打合せ 工業倶楽部 

事務局 
12 月 11 日 会報№５３号の発行について打合せ 工業倶楽部 

事務局 
 
◇ 各部会活動実績 

部会名 月 日 内 容 場 所 
福 祉 ビ ジ

ネ ス 研 究

部会 
（ さ つ ま

プラザ・プ

ラ ザ さ く

ら じ ま と

合同） 
 

４月 日 情報交換 ﾋﾟﾅｰﾙさくら

６月 日 情報交換 ﾎﾃﾙ・ﾚｸｽﾄﾝ鹿

児島「竈ダイ

ニング皇’」

７月 日 情報交換 江戸ツ子寿司

本店

９月 日 情報交換 県市町村自治

会館 ５階

月 日 （ ）演題「東アフリカビジネス視察報告」

講師 林建設（株） 代表取締役 林 隆秀氏

（ ）情報交換

県市町村自治

会館 ５階 

食 産 業 部

会 
 

９月 日 （ものづくり企業元気おこし交流事業シーズ発表会）

オープンキッチンの概要と活用事例について

・ 有 マチダ商事 代表取締役社長 板山孝司氏

工業倶楽部「ものづくり企業元気おこし交流事業」

について

・工業倶楽部ものづくり企業元気おこし交流事業

推進員 岩元宏毅

生物未利用資源の活用技術―水産資源の食品・畜産

分野等への利用―

・鹿児島純心女子大学看護栄養学部

教授 中野隆之氏

情報交換その他

有 マチダ商

事 菓子・パン

材料のお店Ｍ

（エム） 

月 日 （ ）会員間の情報交換

（ ）講演「変わる食ビジネスとデザインの可能性

～少人数世帯・高齢社会・消費増税」について

ＳＴＵＤＩＯ Ｋ． 代表（食のプランナー）

中島 秋津子氏

（ ）情報交換その他

ソフトプラザ

かごしま２

展示会議室

 

貿易部会 ９月 日 講話「ベトナムの今」

弓場貿易（株） 代表取締役 弓場秋信氏

意見交換

現況報告

その他

ソフトプラザ

かごしま２

展 示 会 議 室

 

月 日 青年研修インド／経済行政（産業振興）コース

一行７名と工業倶楽部会員との意見交換会

情報交換会

県産業会館

３階会議室

各 種 会 合 等 一 覧 表 

月 総会・理事会 
正副会長会 委 員 会 等 プラザ・部会・研究会・講演会等 計 

４ 正副会長会 
理事会  

８４プラザ、プラザいもづる、さつまプラ

ザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部

会合同 
5 

５ 通常総会  
八日会、南薩地区プラザ、川薩地区プラザ 

4 

６  総務・広報委員会 
８４プラザ、八日会、プラザいもづる、さつ

まプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス

研究部会合同 
5 

７   
８４プラザ、さつまプラザ・プラザさくらじ

ま・福祉ビジネス研究部会合同、川薩地区プ

ラザ 
3 

８   
８４プラザ 

1 

９ 正副会長会 
理事会  

食産業部会、貿易部会、八日会、さつまプラ

ザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス研究部

会合同、県商工労働水産部との懇談会

7 

10   
８４プラザ、八日会、南薩地区プラザ、川薩

地区プラザ 4 

11   
第三回食と健康に関するシンポジウム、８４

プラザ 2 

12  総務・広報委員会 
貿易部会、８４プラザ、プラザいもづる、川

薩地区プラザ 
 

5 

26
年

１ 
  

新年大会、８４プラザ、南薩地区プラザ 
3 

２   
食産業部会、八日会、川薩地区プラザ 

3 

３ 正副会長会  
理事会  

８４プラザ、八日会、プラザいもづる、さつ

まプラザ・プラザさくらじま・福祉ビジネス

研究部会合同 6 

各 種 会 合 回 数 ４8 回 
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８４プラザ 
 

月 日 演題「災害からの教訓 －８・６水害から２０年、

安全に慣れきった生活を問い直すー」

講師 南日本放送技術局

気象予報士 亀田晃一氏

今語りたいこと（３分間スピーチ）

 

リブアンドグ

リル 

月 日 演題「 の盟主インドネシアの変貌」

講師 弓場貿易（株） 代表取締役 弓場秋信氏

今語りたいこと（３分間スピーチ）

ホテル・レク

ストン鹿児島

「カトレア」 

月 日 （ ）演題「奄美黒糖焼酎の高品質化に関する研究」

講師 鹿児島県工業技術センター主任研究員

安藤 義則氏

（ ）今語りたいこと（３分間スピーチ）

ソフトプラザ

かごしま２

展 示 会 議 室

月 日 （ ）演題「インドネシアの現状とアグロバイオビジネ

スの可能性」

講師 インドネシア 代表

（味の素㈱ ）三輪 治文氏

（ ）今語りたいこと（３分間スピーチ）

ソフトプラザ

かごしま２

展 示 会 議 室

プラザ 
いもづる 
 

月 日 （ ）演題「鹿児島の旅行業界について」

講師 桜観光 鹿児島営業所 井上庄司氏

（ ）情報交換

居酒屋「ひさ

ご」

月 日 （ ）演題「桜島を知る・活かす」 講師 鹿児島大

学名誉教授 大木公彦氏

（ ）情報交換

ソフトプラザ

かごしま２

展 示 会 議 室

月 日 （ ）情報交換 「しげぞう」

アエールタワ

ー Ｆ

月 日 （ ）演題「花の木農場と大隅を知る・活かす」

講師 （元十島村副村長、現花の木農場監事）

福満 征一郎氏

（ ）情報交換

ソフトプラザ

かごしま２

展示会議室

月 日 （ ）情報交換 居酒屋「彩こ

う」

さ つ ま プ

ラザ・プラ

ザ さ く ら

じま 
 

４月 日 情報交換 ピナールさく

ら 
６月 日 情報交換 ホテル・レク

ストン鹿児島

「竈ダイニン

グ皇’」 
７月 日 情報交換 江戸ツ子寿司

本店

９月 日 情報交換 県市町村自治

会館 ５階 
月 日 （ ）演題「東アフリカビジネス視察報告」

講師 林建設（株） 代表取締役 林 隆秀氏

（ ）情報交換

県市町村自治

会館 ５階 

◇ プラザ活動実績 

プラザ名 月 日 内 容 場 所 
八日会 ５月８日 近況報告、情報交換 ホテル・レク

ストン鹿児島

「竈ダイニン

グ皇’」 
６月７日 演題「地域活性化活動への取り組み」

講師 株 トヨタ車体研究所

エクゼクティブ・アドバイザー 宮村憲一氏

近況報告、情報交換

ソフトプラザ

かごしま２

展 示 会 議 室

 
９月 日 近況報告、情報交換

 
ホテル・レク

ストン鹿児島

「竈ダイニン

グ皇’」 
月９日 近況報告、情報交換 「焼肉なべし

ま」ＮＣサン

プラザ店

月 日 近況報告、情報交換 ホテル・レク

ストン鹿児島

「竈ダイニン

グ皇’」

月 日 近況報告、情報交換 ホテル・レク

ストン鹿児島

「竈ダイニン

グ皇’」

８４プラザ 
 
 

４月 日 演題「商 空間 住 空間のデザインについて」

講師 株 マツシタデザイン

代表取締役 松下清志氏

３分間スピーチ

創立３０周年記念イベントとして、１０（アメリ

カ）、２０（上海）、２５（ソウル）にならって海外

研修の検討を始める。 

株 マツシタ

デザイン 

６月 日 演題「鹿児島県島嶼の農業」  
講師 鹿児島大学農学部長 冨永茂人氏

３分間スピーチ

創立３０周年記念イベントについて

ソフトプラザ

かごしま２

展 示 会 議 室

７月 日 演題「世界のお茶事情と株式会社下堂園」

講師 株 下堂園 代表取締役社長 下堂薗豊氏

３分間スピーチ

下堂薗茶舗 

８月 日 演題「だれがどのように、組織を動かすのか」

講師 鹿児島大学名誉教授 宮廻甫充氏

今語りたいこと（３分間スピーチ） 

ソフトプラザ

かごしま２

展 示 会 議 室

 
月 日 演題「昔、今、これからの電気と生活」

講師 鹿児島大学理事（研究担当） 住吉文夫氏

今語りたいこと（３分間スピーチ）

 

ソフトプラザ

かごしま２

展 示 会 議 室
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MEMO 
◇地区プラザ活動実績 

プラザ名 月 日 内 容 場 所 
南 薩 地 区

プラザ 
 

５月 日 平成１７年より南さつま市から借り受けていた農地

の返還についての報告

県工業倶楽部の会員活動の活性化について

近況報告、情報交換

南 さ つ ま 市

すし松 

月 日 近況報告、情報交換 南さつま市内 

月 日 近況報告、情報交換 南さつま市内

川 薩 地 区

プラザ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５月 日 演題 「薩摩川内市次世代エネルギー及び今年度事

業の概要について」

講師 薩摩川内市新エネルギー対策監

向野陽一郎氏

川内ホテル 

７月 日 演題「薩摩川内市観光シティセールスについて」

講師 薩摩川内市シティセールス課長

古川英利氏

小城製粉㈱

会議室 

月 日 演題「薩摩川内市商工観光の展望について」

講師 薩摩川内市商工観光部長 末永隆光氏

川内ホテル 

月９日 演題「純大の進路と中野教授の研究について」

講師 鹿児島純心女子大学 中野隆之教授

進路担当課長

川内ホテル 

２月 日 （ものづくり企業元気おこし交流事業シーズ発表会）

「生物未利用資源の活用技術 ～水産資源の食品・

畜産分野への利用～」

講師 鹿児島純心女子大学教授 中野隆之氏

川内ホテル

 



17
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予算額 決算額 差　異 備　考

①

△ 1,068,989

△ 17,300

△ 188,494

△ 1,116

△ 125,354

△ 145,839

②

△ 200

△ 38,587

△ 79

△ 105,000

△ 27,664

△ 3,165,376 △ 2,082,610 △ 1,082,766

△ 1,815,376 △ 582,610 △ 1,232,766

△ 1,232,766

　　　　　賃　　　　　金

（2）経常費用

事　業　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　退職金掛金

　　　　　表 　彰 　費

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　委 　託　 料

          租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

科　　　　　目

管　理　費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　賃 　借　 料

          会 場借 上

　　　　　福利厚生費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　事業活動支出計　（B)

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　賃   借   料

　　　　　支払負担金

　　　　　租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

　事業活動収支差額計　（AーB)

１投資活動収入

基本財産取崩収入

　　　　投資活動収入計

2投資活動支出

　　　Ⅱ投資活動収支の部

3予備費支出

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

基本財産取得支出

固定資産取得支出

什器備品購入支出

投資活動支出計

予算額 決算額 差　異 備　考

①

②

③

△ 60,000

④

⑤

△ 145,000

⑥

⑦ △ 210,125

科　　　　　目

 Ⅰ事業活動収支部

　1.　事業活動収入

基本財産運用益

収支決算総括表

平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで
(単位：円）

受取入会金

　正会員　30,000円×2会員

受取会費

　　　　　　10,000円×16会員

　　　　　　30,000円×36会員

　　　　　　55,000円×14会員

　正 会 員

　賛助会員

　　　　　　80,000円×36会員

　　　　　　105,000円×15会員

　　　　　　130,000円×10会員

　　　　　　155,000円×7会員

　　　　　　230,000円×1会員

　　　　　　新規会員　　3会員　　　計137正会員

　　　　　　過年度会費　30,000円×2年

　　　　　　100,000円×9会員

　　　　　　200,000円×2会員　　　計11賛助会員

受取補助金

　平成25年度指導団体助成金(鹿児島市）

受取負担金

雑収益

　事業活動収入計　（A)

　総会懇談会負担分

　秋季大会懇談会負担分

　新年大会懇談会負担分

受取委託料

　ものづくり企業元気おこし交流事業（鹿児島県）
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　　　　　消 耗  品費

　事業活動支出計　（B)

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　賃   借   料

　　　　　支払負担金

　　　　　租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

　事業活動収支差額計　（AーB)

１投資活動収入

基本財産取崩収入

　　　　投資活動収入計

2投資活動支出

　　　Ⅱ投資活動収支の部

3予備費支出

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

基本財産取得支出

固定資産取得支出

什器備品購入支出

投資活動支出計
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当年度 前年度 増　減 備　考

①

△ 200

△ 83,319

△ 159,730

△ 200,254

△ 11,869

△ 248,700

△ 378,525

△ 41,666

② △ 1,094,447

△ 1,058,941

△ 11,066

△ 270

△ 26,879

△ 15,311

△ 264,750

△ 2,431

△ 8,534

③ △ 11,540

△ 806,104

△ 2,159,443 △ 2,525,562

△ 2,159,443 △ 2,525,562

△ 2,525,562

△ 2,159,443

△ 2,159,443

　　　　　表 　彰 　費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

科　　　　　目

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

          租 税 公 課

　　　　　退職金掛金

　　　　　通信運搬費

　　　　　旅費交通費

　　　　　租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

管　理　費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　雑　　　　 費

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　支払負担金

          会 場借 上

　2.　経常外増減の部

　　　当期経常増減額

　　　　　給  料 手 当

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

経常外費用計

什器備品減価償却費

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　賃   借   料

　　　　　広　 報 　費

　経常費用計

（2）経常外費用

経常外収益計

（1）経常外収益

   正味財産期末残高

   一般正味財産期末残高

　 一般正味財産期首残高

　 当期一般正味財産増減額

   当期経常外増減額

　　　　　賃          金

　　　　　賃 　借　 料

（2）経常費用

　　　　　食 　糧 　費

　　　　　食 　糧 　費

事　業　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　支払負担金

　　　　　借　 損　料

　　　　　旅費交通費

当年度 前年度 増　減 備　考

① △ 221

② △ 60,000

③ △ 688,000

△ 588,000

△ 180,000

△ 80,000

△ 105,000

△ 130,000

△ 155,000

△ 100,000

△ 100,000

④ △ 937,006

△ 937,006

⑤ △ 486,000

△ 77,000

△ 15,000

△ 280,000

△ 114,000

⑥

⑦

△ 439,985

受取補助金

受取負担金

　　　　　    　105,000円×15会員

　　　　　   　 130,000円×10会員

 賛助会員

　ものづくり企業元気おこし交流事業（鹿児島県）

　1.　経常増減の部

（1）経常収益

　　　　　    　155,000円×7会員

　　　　　    　230,000円×1会員　　　　　計　138会員

基本財産運用益

雑収益

受取入会金

受取会費

科　　　　　目

　             10,000円×19会員

　　　　　　     30,000円×36会員

　　　　　    　55,000円×14会員

　　　　　       80,000円×36会員

　農商工連携推進大会懇談会負担分

　食と健康に関するシンポジウム懇談会負担分

Ⅰ一般正味財産増減

　総会懇談会負担分

　新年大会懇談会負担分

　　　　　　　　  200,000円×2会員　　　計　11賛助会員

　平成25年度指導団体助成金(鹿児島市）

正味財産増減計算書

　　　　　　　　過年度会費　30,000円×2年

　農商工等連携支援事業（九州経済産業局）

  正 会 員

　              100,000円×9会員

受取委託料

　経常収益計

(単位：円）
平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで
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当年度 前年度 増　減 備　考

①

△ 200

△ 83,319

△ 159,730

△ 200,254

△ 11,869

△ 248,700

△ 378,525

△ 41,666

② △ 1,094,447

△ 1,058,941

△ 11,066

△ 270

△ 26,879

△ 15,311

△ 264,750

△ 2,431

△ 8,534

③ △ 11,540

△ 806,104

△ 2,159,443 △ 2,525,562

△ 2,159,443 △ 2,525,562

△ 2,525,562

△ 2,159,443

△ 2,159,443

　　　　　表 　彰 　費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

科　　　　　目

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

          租 税 公 課

　　　　　退職金掛金

　　　　　通信運搬費

　　　　　旅費交通費

　　　　　租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

管　理　費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　雑　　　　 費

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　支払負担金

          会 場借 上

　2.　経常外増減の部

　　　当期経常増減額

　　　　　給  料 手 当

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

経常外費用計

什器備品減価償却費

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　賃   借   料

　　　　　広　 報 　費

　経常費用計

（2）経常外費用

経常外収益計

（1）経常外収益

   正味財産期末残高

   一般正味財産期末残高

　 一般正味財産期首残高

　 当期一般正味財産増減額

   当期経常外増減額

　　　　　賃          金

　　　　　賃 　借　 料

（2）経常費用

　　　　　食 　糧 　費

　　　　　食 　糧 　費

事　業　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　支払負担金

　　　　　借　 損　料

　　　　　旅費交通費
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公益目的
事業会計

収益事業
会計 法人会計 合　計 備　考

①

鹿大工業倶楽部賞

講師旅費等

TEL・FAX料他

コピー料他

会報誌他

会議室料

講師謝金等

講演会場

②

△ 4,060,849 △ 2,159,443

△ 4,060,849 △ 2,159,443

科　　　　　目

（2）経常費用

事　業　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　賃          金

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　表 　彰 　費

　　　　　旅費交通費

　　　　　諸　 謝 　金

          会 場借 上

          租 税 公 課

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃 　借　 料

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　雑　　　　 費

管　理　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　旅費交通費

　　　　　支払負担金

　　　　　租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

　　　　　什器備品減価償却費

　経常費用計

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃   借   料

   正味財産期末残高

　　　当期経常増減額

　2.　経常外増減の部

（1）経常外収益

経常外収益計

（2）経常外費用

　　　　　什器備品減価償却費

経常外費用計

   当期経常外増減額

　 当期一般正味財産増減額

　 一般正味財産期首残高

   一般正味財産期末残高

公益目的
事業会計

収益事業
会計 法人会計 合　計 備　考

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで

科　　　　　目

Ⅰ一般正味財産増減

　1.　経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益

受取入会金

受取会費

  正 会 員

　              10,000円×19会員

　　　　　　     30,000円×36会員

　　　　　    　55,000円×14会員

　　　　　       80,000円×36会員

　　　　　    　105,000円×15会員

　　　　　   　 130,000円×10会員

　　　　　    　155,000円×7会員

　　　　　    　230,000円×1会員　　　　　計　138会員

　　　　　　　　過年度会費　30,000円×2年

 賛助会員

　              100,000円×9会員

　　　　　　　　  200,000円×2会員　　　計　11賛助会員

受取補助金

　平成25年度指導団体助成金(鹿児島市）

雑収益

　経常収益計

受取負担金

　総会懇談会負担分

　新年大会懇談会負担分

受取委託料

　ものづくり企業元気おこし交流事業（鹿児島県）

(単位：円）

　　正味財産増減計算内訳書
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公益目的
事業会計

収益事業
会計 法人会計 合　計 備　考

①

鹿大工業倶楽部賞

講師旅費等

TEL・FAX料他

コピー料他

会報誌他

会議室料

講師謝金等

講演会場

②

△ 4,060,849 △ 2,159,443

△ 4,060,849 △ 2,159,443

科　　　　　目

（2）経常費用

事　業　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　賃          金

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　表 　彰 　費

　　　　　旅費交通費

　　　　　諸　 謝 　金

          会 場借 上

          租 税 公 課

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃 　借　 料

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　雑　　　　 費

管　理　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　旅費交通費

　　　　　支払負担金

　　　　　租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

　　　　　什器備品減価償却費

　経常費用計

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃   借   料

   正味財産期末残高

　　　当期経常増減額

　2.　経常外増減の部

（1）経常外収益

経常外収益計

（2）経常外費用

　　　　　什器備品減価償却費

経常外費用計

   当期経常外増減額

　 当期一般正味財産増減額

　 一般正味財産期首残高

   一般正味財産期末残高
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場所・物量等 使用目的 金　　額

（流動資産）

預金 ＜普通預金＞

鹿児島銀行本店 運営資金として

南日本銀行本店 運営資金として

＜預金計＞

未収会費 正会員　１件　　

未収金 鹿児島県 ものづくり企業元気おこし交流事業

＜未収金計＞

（固定資産）

　基本財産 預金 ＜定期預金＞

鹿児島銀行本店

南日本銀行本店

鹿児島相互信用金庫本店

＜預金計＞

その他の 什器備品 ﾊﾟｿｺﾝ(４台) 公益目的及び管理目的としての共有財産

固定資産

電話加入権 公益目的及び管理目的としての共有財産

外４回線

＜その他の固定資産計＞

（流動負債）

未払金 （株）久永 コピーカウント料

日本郵便(株) ゆうメール料金

社会保険料事務所負担分 3月分健康保険料、厚生年金等

＜未払金計＞

預り金 社会保険料職員負担分 3月分健康保険料、厚生年金等

仮受金 社会保険料事務所負担分 ものづくり企業元気おこし交流事業

事業職員分

　　　正味財産

　固定負債合計

　　　負債合計

（平成２６年３月３１日現在）　（単位：円）

　固定資産合計

　　　資産合計

　流動負債合計

貸借対照表科目

　流動資産合計

財  産  目  録

(単位：円)

当年度 前年度 増　減 備　考

Ⅰ

△ 697,681

△ 82,580

△ 770,261

△ 1,500,000

△ 1,500,000

△ 76,833

△ 76,833

△ 1,576,833

△ 2,347,094

Ⅱ

△ 14,739

△ 118,173

△ 54,739

△ 187,651

△ 187,651

Ⅲ

△ 2,159,443

（11,760,000） （13,260,000） （△1,500,000）

△ 2,159,443

△ 2,347,094

貸　借　対　照　表　総　括　表

平成２６年３月３１日現在

科　　　　　　目

資産の部

1.　流動資産

普  通  預  金

固定資産合計

未　収　会　費

流動資産合計

2.　固定資産

（１）基本財産

定  期 預 金

未　　収　　金

資産合計

負債の部

1.　流動負債

未    払     金

預     り     金

基本財産合計

（２）その他の固定資産

什 器 備 品

電話加入権

その他の固定資産合計

正味財産合計

負債及び正味財産合計

仮    受      金

流動負債合計

負債合計

正味財産の部

　　一般正味財産

(うち基本財産への充当額)
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場所・物量等 使用目的 金　　額

（流動資産）

預金 ＜普通預金＞

鹿児島銀行本店 運営資金として

南日本銀行本店 運営資金として

＜預金計＞

未収会費 正会員　１件　　

未収金 鹿児島県 ものづくり企業元気おこし交流事業

＜未収金計＞

（固定資産）

　基本財産 預金 ＜定期預金＞

鹿児島銀行本店

南日本銀行本店

鹿児島相互信用金庫本店

＜預金計＞

その他の 什器備品 ﾊﾟｿｺﾝ(４台) 公益目的及び管理目的としての共有財産

固定資産

電話加入権 公益目的及び管理目的としての共有財産

外４回線

＜その他の固定資産計＞

（流動負債）

未払金 （株）久永 コピーカウント料

日本郵便(株) ゆうメール料金

社会保険料事務所負担分 3月分健康保険料、厚生年金等

＜未払金計＞

預り金 社会保険料職員負担分 3月分健康保険料、厚生年金等

仮受金 社会保険料事務所負担分 ものづくり企業元気おこし交流事業

事業職員分

　　　正味財産

　固定負債合計

　　　負債合計

（平成２６年３月３１日現在）　（単位：円）

　固定資産合計

　　　資産合計

　流動負債合計

貸借対照表科目

　流動資産合計

財  産  目  録
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５．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高 
 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 
什器備品科目の物件 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 
パソコン（２台） 
パソコン（２台） 
 

341,415 
310,380 

306,666 
310,378 

34,749 
2 

小 計 651,795 617,044 34,751 
建物附属設備科目の物件 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 
 0 

 
0 0 

小 計 0 0 0 
合 計 651,795 617,044 34,751 

 
６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 

 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 
（単位：円） 

補助金等の 
名称 交付者 前期末 

残高 
当期 
増加額 

当期 
減少額 

当期末 
残高 

貸借対照

表上の記

載区分 
補助金 
平成 25年度指導団体助成金 

 
 

 

 
鹿児島市 
 
 

 
0 

 
 
 
 
 
 

 
200,000 

 
 

 

 
200,000 

 
 

 

 
0 

 
 
 
 
 
 

 
－ 
 
 
 
 
 
 
 
 

合 計 0 200,000 200,000 0  

 
７．重要な後発事象 

 該当事項なし 
 
８．その他 

 該当事項なし 

 

財務諸表に対する注記 
 
１．継続事業の前提に関する注記 

該当事項なし 
 
２．重要な会計方針 
（１）固定資産の減価償却の方法 

固定資産の減価償却は、定額法を採用している。 
 
（２）リース取引の処理方法 

通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。 
 
３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 
（単位：円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産 13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

小 計 13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

特定資産 0 0 0 0 

小 計 0 0 0 0 

合 計 13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

 
４．基本財産及び特定資産の財源の内訳 

 基本財産及び特定資産の財源の内訳は、次のとおりである。 
（単位：円） 

科 目 当期末残高 
(うち指定正味財産
からの充当額) 

(うち一般正味財産
からの充当額) 

(うち負債に 
対応する額) 

基本財産 11,760,000 （ ） （11,760,000） － 

小 計 11,760,000 （ ） （11,760,000） － 

特定資産 0 （ ） （ ）  

小 計 0 （ ） （ ）  

合 計 11,760,000 （ ） （11,760,000） － 
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５．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高 
 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 
什器備品科目の物件 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 
パソコン（２台） 
パソコン（２台） 
 

341,415 
310,380 

306,666 
310,378 

34,749 
2 

小 計 651,795 617,044 34,751 
建物附属設備科目の物件 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 
 0 

 
0 0 

小 計 0 0 0 
合 計 651,795 617,044 34,751 

 
６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 

 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 
（単位：円） 

補助金等の 
名称 交付者 前期末 

残高 
当期 
増加額 

当期 
減少額 

当期末 
残高 

貸借対照

表上の記

載区分 
補助金 
平成 25年度指導団体助成金 

 
 

 

 
鹿児島市 
 
 

 
0 

 
 
 
 
 
 

 
200,000 

 
 

 

 
200,000 

 
 

 

 
0 

 
 
 
 
 
 

 
－ 
 
 
 
 
 
 
 
 

合 計 0 200,000 200,000 0  

 
７．重要な後発事象 

 該当事項なし 
 
８．その他 

 該当事項なし 

 

財務諸表に対する注記 
 
１．継続事業の前提に関する注記 

該当事項なし 
 
２．重要な会計方針 
（１）固定資産の減価償却の方法 

固定資産の減価償却は、定額法を採用している。 
 
（２）リース取引の処理方法 

通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。 
 
３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 
（単位：円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産 13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

小 計 13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

特定資産 0 0 0 0 

小 計 0 0 0 0 

合 計 13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

 
４．基本財産及び特定資産の財源の内訳 

 基本財産及び特定資産の財源の内訳は、次のとおりである。 
（単位：円） 

科 目 当期末残高 
(うち指定正味財産
からの充当額) 

(うち一般正味財産
からの充当額) 

(うち負債に 
対応する額) 

基本財産 11,760,000 （ ） （11,760,000） － 

小 計 11,760,000 （ ） （11,760,000） － 

特定資産 0 （ ） （ ）  

小 計 0 （ ） （ ）  

合 計 11,760,000 （ ） （11,760,000） － 
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付属明細書 
 
１ 基本財産及び特定資産の明細 

（単位：円） 

区分 資産の種類 期首帳簿価

額 
当期 
増加額 

当期 
減少額 

期末帳簿 
価額 

基本財産  13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

基本財産計 13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

特定資産      

特定資産計 0 0 0 0 
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付属明細書 
 
１ 基本財産及び特定資産の明細 

（単位：円） 

区分 資産の種類 期首帳簿価

額 
当期 
増加額 

当期 
減少額 

期末帳簿 
価額 

基本財産  13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

基本財産計 13,260,000 0 1,500,000 11,760,000 

特定資産      

特定資産計 0 0 0 0 
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MEMO 議案第２号 理事・監事改選について

※ 関係条文

公益社団法人鹿児島県工業倶楽部定款（抜粋）

（役員の種別及び選任）

定款第１１条 この法人に、次の役員を置く。

（１） 理事 ２０人以上３０人以内

（２） 監事 ２人

２ 理事及び監事は、総会の決議によって選任する。

（略）

５ 会長、副会長及び専務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。

（役員の任期）

定款第１３条 理事及び監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最

終のものに関する通常総会の終結の時までとする。（略）

２ 理事及び監事は、再任されることができる。
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MEMO 議案第２号 理事・監事改選について

※ 関係条文

公益社団法人鹿児島県工業倶楽部定款（抜粋）

（役員の種別及び選任）

定款第１１条 この法人に、次の役員を置く。

（１） 理事 ２０人以上３０人以内

（２） 監事 ２人

２ 理事及び監事は、総会の決議によって選任する。

（略）

５ 会長、副会長及び専務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。

（役員の任期）

定款第１３条 理事及び監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最

終のものに関する通常総会の終結の時までとする。（略）

２ 理事及び監事は、再任されることができる。
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２ 主要事業

（活性化事業）

① 公益社団法人化に伴うイメージアップのための提案 【特命委員会】

② 工業倶楽部活性化のための提案 〃

③ 新規会員の加入促進 【総務・広報委員会】

（異業種交流事業）

① 時代を先取りするものづくり異業種交流事業の実施 【事業委員会】

・ 企業ニーズと大学等のシーズを活用した自社製品の開発や販路拡大等を促進す

るため異業種企業の連携による取り組みで経営基盤の確立を促進する。

・ 医療、農林水産、環境、エネルギー、観光等の分野にまたがる異業種交流を促

進し、事業拡大や新製品開発への取り組みを促進する。

・ 同事業を通しての新規会員の獲得 【総務・広報委員会】

② ものづくりコーディネーター育成事業の実施（県委託事業：新規） 【事業委員会】

③ 県外の工業団体等との交流促進 【渉外委員会】

・ 九州内の工業団体等の交流による情報、意見の交換等の促進を図る

・ 県外産業界等との交流による会員の事業充実、資質向上を促進する

・ 鹿児島大学、工業技術センター、産業支援センター、二水会等との交流

④ 新しい時代に対応した工業倶楽部のプラットホーム化の研究 【事業委員会】

⑤ プラザ、部会、研究会、地区プラザの活性化推進 〃

（産・学・官連携事業）

① 鹿大等との交流連携の推進

・ 企業のニーズと大学等のシーズのマッチングによる具体的結果の出る取り

組みの推進 再掲 【渉外委員会】

・ 「食と健康に関するシンポジウム」の開催 【特命委員会】

➁ 若者就職活動に関するサポート活動の強化 【特命委員会】

・ 各種インターンシップの援助等

（広報・デザイン開発事業）

① 工業倶楽部のイメージアップの促進 【総務・広報委員会】

・ 当倶楽部のイメージアップを図るため、県、県議会、マスコミ等との交流の推進

・ 会員企業の活動や実績等の情報発信に努め、ホームページの利活用による当倶楽

部の知名度アップを図る。

報告事項１ 平成２６年度事業計画及び収支予算について

１ 基本方針

（１） 景気は、緩やかな回復基調が続いているが、消費税率引き上げに伴う駆け込み需

要の反動により、このところ弱い動きもみられる。

先行きについては、当面、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により弱

さが残るものの、次第にその影響が薄れ、各種政策の効果が発現するなかで、緩や

かに回復していくことが期待される。ただし、海外景気の下振れが、引き続き、我

が国の景気を下押しするリスクとなっている。

こうした中、国においては、経済の好循環の実現に向け、「好循環実現のための経

済対策」を含めた経済政策パッケージを着実に実行するとともに、平成 年度予算

の早期実施に努め、デフレ脱却・経済再生と財政健全化の両立に向けて取り組むこ

ととしている。

一方、最近の県内景況は、雇用情勢が足踏み、生産活動、観光関連、投資関連が

横ばいとなっている。また、個人消費が消費増税前の駆け込みの反動により弱含む

など、全体として弱い動きがみられる。今後、アベノミクスによって生じた景気回

復の動きが確実なものとなり、地域経済の活性化と雇用の安定・確保が図られるこ

とが重要である。

これまで当倶楽部は、会員企業による異業種交流を深めるとともに、産学官連携を

多様化しながら、技術の高度化、新技術・新製品の開発による新規事業分野への進出

等を促進し、県内工業の健全な発展に寄与する活動を展開してきたところであり、公

益社団法人に移行したことに伴い、今後はさらに、会員企業はもとより、広く県内工

業の健全な発展を図るための活動が求められてくる。

平成２５年度は、県の委託事業である「ものづくり企業元気おこし交流事業」に取

り組み、工業倶楽部の会員のみならず、非会員の企業も多数参加した各テーマごとの

検討会を通じて、大学の先生方との交流や異業種間の交流が深まり、新たな企画に結

びつく活動が起こり始めている。

このようなことから、平成２６年度の当倶楽部の運営は、国内外の経済動向を踏ま

え、会員企業の事業活動の拡充を支援していくため、会員相互の一層の交流促進を図

るとともに、公益社団法人として、会員外の企業・団体等も含めて、大学や国、県、

県工業技術センター、（公財）かごしま産業支援センター等との連携を一段と強化して

いくこととし、当倶楽部の活動が県内工業の発展や地域の振興に寄与するよう積極的

に各種施策を展開していく。
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２ 主要事業

（活性化事業）

① 公益社団法人化に伴うイメージアップのための提案 【特命委員会】

② 工業倶楽部活性化のための提案 〃

③ 新規会員の加入促進 【総務・広報委員会】

（異業種交流事業）

① 時代を先取りするものづくり異業種交流事業の実施 【事業委員会】

・ 企業ニーズと大学等のシーズを活用した自社製品の開発や販路拡大等を促進す

るため異業種企業の連携による取り組みで経営基盤の確立を促進する。

・ 医療、農林水産、環境、エネルギー、観光等の分野にまたがる異業種交流を促

進し、事業拡大や新製品開発への取り組みを促進する。

・ 同事業を通しての新規会員の獲得 【総務・広報委員会】

② ものづくりコーディネーター育成事業の実施（県委託事業：新規） 【事業委員会】

③ 県外の工業団体等との交流促進 【渉外委員会】

・ 九州内の工業団体等の交流による情報、意見の交換等の促進を図る

・ 県外産業界等との交流による会員の事業充実、資質向上を促進する

・ 鹿児島大学、工業技術センター、産業支援センター、二水会等との交流

④ 新しい時代に対応した工業倶楽部のプラットホーム化の研究 【事業委員会】

⑤ プラザ、部会、研究会、地区プラザの活性化推進 〃

（産・学・官連携事業）

① 鹿大等との交流連携の推進

・ 企業のニーズと大学等のシーズのマッチングによる具体的結果の出る取り

組みの推進 再掲 【渉外委員会】

・ 「食と健康に関するシンポジウム」の開催 【特命委員会】

➁ 若者就職活動に関するサポート活動の強化 【特命委員会】

・ 各種インターンシップの援助等

（広報・デザイン開発事業）

① 工業倶楽部のイメージアップの促進 【総務・広報委員会】

・ 当倶楽部のイメージアップを図るため、県、県議会、マスコミ等との交流の推進

・ 会員企業の活動や実績等の情報発信に努め、ホームページの利活用による当倶楽

部の知名度アップを図る。

報告事項１ 平成２６年度事業計画及び収支予算について

１ 基本方針

（１） 景気は、緩やかな回復基調が続いているが、消費税率引き上げに伴う駆け込み需

要の反動により、このところ弱い動きもみられる。

先行きについては、当面、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により弱

さが残るものの、次第にその影響が薄れ、各種政策の効果が発現するなかで、緩や

かに回復していくことが期待される。ただし、海外景気の下振れが、引き続き、我

が国の景気を下押しするリスクとなっている。

こうした中、国においては、経済の好循環の実現に向け、「好循環実現のための経

済対策」を含めた経済政策パッケージを着実に実行するとともに、平成 年度予算

の早期実施に努め、デフレ脱却・経済再生と財政健全化の両立に向けて取り組むこ

ととしている。

一方、最近の県内景況は、雇用情勢が足踏み、生産活動、観光関連、投資関連が

横ばいとなっている。また、個人消費が消費増税前の駆け込みの反動により弱含む

など、全体として弱い動きがみられる。今後、アベノミクスによって生じた景気回

復の動きが確実なものとなり、地域経済の活性化と雇用の安定・確保が図られるこ

とが重要である。

これまで当倶楽部は、会員企業による異業種交流を深めるとともに、産学官連携を

多様化しながら、技術の高度化、新技術・新製品の開発による新規事業分野への進出

等を促進し、県内工業の健全な発展に寄与する活動を展開してきたところであり、公

益社団法人に移行したことに伴い、今後はさらに、会員企業はもとより、広く県内工

業の健全な発展を図るための活動が求められてくる。

平成２５年度は、県の委託事業である「ものづくり企業元気おこし交流事業」に取

り組み、工業倶楽部の会員のみならず、非会員の企業も多数参加した各テーマごとの

検討会を通じて、大学の先生方との交流や異業種間の交流が深まり、新たな企画に結

びつく活動が起こり始めている。

このようなことから、平成２６年度の当倶楽部の運営は、国内外の経済動向を踏ま

え、会員企業の事業活動の拡充を支援していくため、会員相互の一層の交流促進を図

るとともに、公益社団法人として、会員外の企業・団体等も含めて、大学や国、県、

県工業技術センター、（公財）かごしま産業支援センター等との連携を一段と強化して

いくこととし、当倶楽部の活動が県内工業の発展や地域の振興に寄与するよう積極的

に各種施策を展開していく。
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MEMO ● 平成２６年度鹿児島県委託事業（新規） 

「企業連携型地域課題解決支援事業（ものづくりコーディネーター育成事業）」 

１ 事業の趣旨

① 本県中小製造業は、取引の多くを大手進出企業に依存しており、県内企業間で

の連携や地域発の新技術・新製品が生まれにくい現状にある。

② 本事業は、国の緊急雇用創出事業臨時特例基金事業（地域人づくり事業）を活

用して、県内の企業が持つ独自の技術を融合させて地域内の課題を解決したり、

企業の新技術・新製品開発を後押しする役割を担う「ものづくりコーディネータ

ー」の育成を目的とした県の委託事業である。

２ 事業内容

本事業の実施にあたり、失業者の中から新規に２名雇用し、当該新規雇用者が「も

のづくりコーディネーター」として活動できるよう、ＯＪＴ、ＯＦＦ－ＪＴの双方

の研修を実施する。

① 各種講習会及びマッチングセミナー等への参加

・県内外で行われる異業種間でのマッチングセミナー等への参加

・新成長分野等における課題・ニーズ等の発掘や参入可能性等の検討

② 県内外の企業訪問

・県内の新成長分野関連産業等現況調査及び成功事例等の聞き取り調査

③ 地域課題の収集

・①及び②の現地視察等を通じての地域課題の収集と課題の整理・分析

④ コンソーシアムの構築・運営

・県内企業等によるコンソーシアムを構築し、当該課題の解決及び新製品・新技

術の開発促進

３ 事業費 ９９０万円

４ 人員体制

ものづくりコーディネーター新規雇用（２名）

管理者

事業の進行管理及び業務の指導・統括を行うため管理者を設置し、工業倶楽部事務

局長を充てる。
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MEMO ● 平成２６年度鹿児島県委託事業（新規） 

「企業連携型地域課題解決支援事業（ものづくりコーディネーター育成事業）」 

１ 事業の趣旨

① 本県中小製造業は、取引の多くを大手進出企業に依存しており、県内企業間で

の連携や地域発の新技術・新製品が生まれにくい現状にある。

② 本事業は、国の緊急雇用創出事業臨時特例基金事業（地域人づくり事業）を活

用して、県内の企業が持つ独自の技術を融合させて地域内の課題を解決したり、

企業の新技術・新製品開発を後押しする役割を担う「ものづくりコーディネータ

ー」の育成を目的とした県の委託事業である。

２ 事業内容

本事業の実施にあたり、失業者の中から新規に２名雇用し、当該新規雇用者が「も

のづくりコーディネーター」として活動できるよう、ＯＪＴ、ＯＦＦ－ＪＴの双方

の研修を実施する。

① 各種講習会及びマッチングセミナー等への参加

・県内外で行われる異業種間でのマッチングセミナー等への参加

・新成長分野等における課題・ニーズ等の発掘や参入可能性等の検討

② 県内外の企業訪問

・県内の新成長分野関連産業等現況調査及び成功事例等の聞き取り調査

③ 地域課題の収集

・①及び②の現地視察等を通じての地域課題の収集と課題の整理・分析

④ コンソーシアムの構築・運営

・県内企業等によるコンソーシアムを構築し、当該課題の解決及び新製品・新技

術の開発促進

３ 事業費 ９９０万円

４ 人員体制

ものづくりコーディネーター新規雇用（２名）

管理者

事業の進行管理及び業務の指導・統括を行うため管理者を設置し、工業倶楽部事務

局長を充てる。
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(１) 鹿大等との連携 「学」との交流、連携の推進

①鹿大との交流・連携の推進

②地域貢献に黙する活動（シンポジウム）

③鹿児島大学工業倶楽部賞の授与

④高専、研究、教育機関等との交流の推進

(２) 県・公設試・各種団体等との
連携

「官」との交流、連携の推進

①鹿児島県（産業立地課、工技センター、産業支援
センター）との連携

②その他関連する団体等との交流

インターンシップ、講師派遣
等の推進

学生のインターンシップ、県教委キャリア教育推進事
業等への協力

(１) 情報の収集及び会報・KIC
ニュースの発行

異業種交流、産学官連携及び講演会、セミナー等の
情報の提供、会員の情報発信
配付先：会員、県及び関係機関、その他関係団体等

(２) 工業倶楽部案内 ホームページ充実等による工業倶楽部及び会員の紹
介、新商品や事業展開情報等の発信

（３） マスコミ等への広報 マスコミ、県議会等との意見交換を通した工業倶楽部
のイメージアップ及び会員の資質向上

（４） デザイン開発力強化等の推
進

地域産業におけるデザインマインドの高揚とデザイン
開発力の強化を図るための協力等の実施

４　広報・デザイン開発活動事業

３　産・学・官連携事業事　　　業　　　内　　　容 事業費(円)

理事会及び正副会長会 総会の議決した事項その他組織・運営・事業等、業
務の執行に関することを決定する。

委員会(４委員会） 理事会で決定した業務等を所管の委員会が推進す
る。

部会及びプラザの代表者会
議

部会及びプラザの活動を推進するための、事業・予
算及び活動計画等の確認

通常総会 平成２6年度通常総会の開催

異業種交流大会の開催
(新年大会）

異業種交流大会の開催
(秋季大会）

(７) 新規会員の加入促進運動 魅力ある工業倶楽部を実現するため、委員会・部会・
研究会・プラザ等の充実を通して組織強化を図る。
会員増強に力を入れ、各会員が  １名の会員加入を
するよう積極的に行動を起こす運動を展開する。

（８） 国際交流への負担金 県日中友好協会、鹿児島日韓親善協会等への参加
協力ほか

(１) 部会活動推進事業 福祉ビジネス研究、情報ネットワーク、食産業部会、
貿易部会等の活動を推進する。

(２) プラザ活動推進事業 八日会、84プラザ、さつまプラザ、プラザいもづる、プ
ラザさくらじまでの交流、活動を推進する。

(３) 研究会活動推進事業 特定テーマ、課題解決のための研究会の活動推進

(４) 地区プラザの充実及び円滑
な運営の推進

農商工等連携支援事業の推進等を通して、地区プラ
ザの充実を促進し、地域産業の発展に貢献する。

(５) 出前交流事業 当工業倶楽部役員を中心に地域を訪問し、地域の会
員企業・団体との交流を通して、地区プラザ等の活性
化、会員の確保、地域の振興に資する。（県の委託事
業として。）

(６) 県外工業団体等との交流 県外の企業や産業界等との交流を推進する。

一　般　会　計　事　業　計　画

事　　　　業　　　名

１　総務企画事業

２　異業種交流事業

　
　　会員の資質向上を図るとともに、会員間の交流を
　　深めることにより、新規事業分野 への進出等を促
　　進する。

     （県の委託事業として。）
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(１) 鹿大等との連携 「学」との交流、連携の推進

①鹿大との交流・連携の推進

②地域貢献に黙する活動（シンポジウム）

③鹿児島大学工業倶楽部賞の授与

④高専、研究、教育機関等との交流の推進

(２) 県・公設試・各種団体等との
連携

「官」との交流、連携の推進

①鹿児島県（産業立地課、工技センター、産業支援
センター）との連携

②その他関連する団体等との交流

インターンシップ、講師派遣
等の推進

学生のインターンシップ、県教委キャリア教育推進事
業等への協力

(１) 情報の収集及び会報・KIC
ニュースの発行

異業種交流、産学官連携及び講演会、セミナー等の
情報の提供、会員の情報発信
配付先：会員、県及び関係機関、その他関係団体等

(２) 工業倶楽部案内 ホームページ充実等による工業倶楽部及び会員の紹
介、新商品や事業展開情報等の発信

（３） マスコミ等への広報 マスコミ、県議会等との意見交換を通した工業倶楽部
のイメージアップ及び会員の資質向上

（４） デザイン開発力強化等の推
進

地域産業におけるデザインマインドの高揚とデザイン
開発力の強化を図るための協力等の実施

４　広報・デザイン開発活動事業

３　産・学・官連携事業
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科　　　目

当初予算額
（A)

（一般会計）

補正額（B)
(ものづくりコーディ
ネーター育成事業）

補正後予算額
（A）+（B）

　 2.事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　　給料手当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　表彰費

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消耗品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会議費

　　　　　賃借料

　　　　　会場借上

　　　　　諸謝金

　　　　　雑費

　　②管理費支出

　　　　　給料手当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消耗品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会議費

　　　　　賃借料

　　　　　諸謝金

　　　　　支払負担金

　　　　　雑費

　　事業活動支出計　（B）

　　事業活動収支差額（A－B） △ 2,402,766 △ 2,402,766

Ⅱ　投資活動収支の部

  　1.投資活動収入

　　　　 　基本財産取崩収入

　　　　投資活動収入計　　

  　2.投資活動支出

　　　　 　基本財産取得支出

　　　　 　固定資産取得支出

　　　　 　什器備品購入支出

　　　　投資活動支出計　　

Ⅲ　予備費支出

　　　　 　当期収支差額 △ 1,232,766 △ 1,232,766

　　　　 　前期繰越収支差額

　　　　　 次期繰越収支差額

科　　　目

当初予算額
（A)

（一般会計）

補正額（B)
(ものづくりコーディ
ネーター育成事業）

補正後予算額
（A）+（B）

Ⅰ　事業活動収支の部

　１.事業活動収入

　　①基本財産運用収入

    　    基本財産運用収入

　　②入会金収入

　　　　　入会金収入　  新規正会員　30,000円×1会員

　　③会費収入

　　　　　正会員収入  計136会員

　　　　　　　　　　　10,000円×18会員

　　　　　　　　　　　30,000円×35会員

　　　　　　　　　　　55,000円×14会員

　　　　　　　　　　　80,000円×35会員

　　　　　　　　　　　105,000円×15会員

　　　　　　　　　　　130,000円×10会員

　　　　　　　　　　　155,000円×7会員

　　　　　　　　　　　230,000円×1会員　　　　　

                      新規　155,000円×1会員　　　

　　　　　賛助会員会費収入     計12会員

　　　　　　　　　　　100,000円×9会員

　　　　　　　　　　　200,000円×2会員　　　

                      新規　100,000円×1会員

　　④補助金等収入

　　　　　補助金収入

　　　　　　　　　　　平成26年度指導団体助成金（鹿児島市）

　　⑤負担金収入

　　　　　負担金収入

　　　　　　　　　　　総会懇談会負担金

　　　　　　　　　　　新年大会懇談会負担金

　　⑥委託料収入

　　　　　委託料

　　⑦雑収入

　　　　　受取利息等収入

　　事業活動収入計　（A）

（予算）　　　　　　　　　　　収　支　予　算  総　括　表

平成  ２６年 ４ 月 １ 日 から 平成　２７年 ３ 月 ３１ 日 まで
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科　　　目

当初予算額
（A)

（一般会計）

補正額（B)
(ものづくりコーディ
ネーター育成事業）

補正後予算額
（A）+（B）

　 2.事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　　給料手当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　表彰費

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消耗品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会議費

　　　　　賃借料

　　　　　会場借上

　　　　　諸謝金

　　　　　雑費

　　②管理費支出

　　　　　給料手当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消耗品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会議費

　　　　　賃借料

　　　　　諸謝金

　　　　　支払負担金

　　　　　雑費

　　事業活動支出計　（B）

　　事業活動収支差額（A－B） △ 2,402,766 △ 2,402,766

Ⅱ　投資活動収支の部

  　1.投資活動収入

　　　　 　基本財産取崩収入

　　　　投資活動収入計　　

  　2.投資活動支出

　　　　 　基本財産取得支出

　　　　 　固定資産取得支出

　　　　 　什器備品購入支出

　　　　投資活動支出計　　

Ⅲ　予備費支出

　　　　 　当期収支差額 △ 1,232,766 △ 1,232,766

　　　　 　前期繰越収支差額

　　　　　 次期繰越収支差額
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当年度予算 前年度予算 増　減 備　考

①

△ 458,319

△ 200

△ 50,000

△ 356,900

△ 668,880

△ 339,842

△ 128,400

△ 590,000

△ 58,930

△ 77,920

② △ 1,946,134

△ 1,544,990

△ 73,100

△ 51,120

△ 350,000

△ 99,798

△ 21,600

△ 12,070

△ 15,959

③ △ 42,072

△ 1,354,072

△ 2,437,513 △ 3,242,195

△ 2,437,513 △ 3,242,195

△ 2,159,443

△ 1,354,761

△ 1,354,761

科　　　　　目

（2）経常費用

事　業　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　表 　彰 　費

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　委　託 　料

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃 　借　 料

　　　　　諸　 謝 　金

          会 場借 上

          租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

管　理　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃   借   料

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　支払負担金

　　　　　租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

什器備品減価償却費

　経常費用計

　　　当期経常増減額

　2.　経常外増減の部

（1）経常外収益

経常外収益計

（2）経常外費用

   正味財産期末残高

経常外費用計

   当期経常外増減額

　 当期一般正味財産増減額

　 一般正味財産期首残高

   一般正味財産期末残高

当年度予算 前年度予算 増　減 備　考

① △ 1,500

② △ 120,000

③ △ 730,000

△ 830,000

△ 150,000

△ 55,000

△ 160,000

△ 210,000

△ 260,000

④

⑤ △ 350,000

△ 350,000

⑥

△ 9,240,000

⑦ △ 7,890

△ 549,390

（1）経常収益

基本財産運用益

受取入会金

         (予算）                       正味財産増減計算書

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで
(単位：円）

科　　　　　目

Ⅰ一般正味財産増減

　1.　経常増減の部

受取会費

  正 会 員   計136会員

　             10,000円×18会員

受取補助金

　　　　　　     30,000円×35会員

　　　　　    　55,000円×14会員

　　　　　       80,000円×35会員

　　　　　    　105,000円×15会員

　　　　　   　 130,000円×10会員

　　　　　    　155,000円×7会員

　　　　　    　230,000円×1会員

　　　　　　　新規　155,000円×1会員

 賛助会員　　計11賛助会員

　              100,000円×9会員

　　　　　　　　  200,000円×2会員　　　計　11賛助会員

　ものづくり企業元気おこし交流事業（鹿児島県）

　　　　　　　　新規　100,000円×1会員

　平成25年度指導団体助成金(鹿児島市）

受取負担金

　総会懇談会負担分

雑収益

　経常収益計

　秋季大会懇談会負担分

　新年大会懇談会負担分

受取委託料

　ものづくりコーディネーター事業（鹿児島県）
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当年度予算 前年度予算 増　減 備　考

①

△ 458,319

△ 200

△ 50,000

△ 356,900

△ 668,880

△ 339,842

△ 128,400

△ 590,000

△ 58,930

△ 77,920

② △ 1,946,134

△ 1,544,990

△ 73,100

△ 51,120

△ 350,000

△ 99,798

△ 21,600

△ 12,070

△ 15,959

③ △ 42,072

△ 1,354,072

△ 2,437,513 △ 3,242,195

△ 2,437,513 △ 3,242,195

△ 2,159,443

△ 1,354,761

△ 1,354,761

科　　　　　目

（2）経常費用

事　業　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　表 　彰 　費

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　委　託 　料

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃 　借　 料

　　　　　諸　 謝 　金

          会 場借 上

          租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

管　理　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃   借   料

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　支払負担金

　　　　　租 税 公 課

　　　　　雑　　　　 費

什器備品減価償却費

　経常費用計

　　　当期経常増減額

　2.　経常外増減の部

（1）経常外収益

経常外収益計

（2）経常外費用

   正味財産期末残高

経常外費用計

   当期経常外増減額

　 当期一般正味財産増減額

　 一般正味財産期首残高

   一般正味財産期末残高
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公益目的
事業会計

収益事業
会計 法人会計 合　計 備　考

①

鹿大工業倶楽部賞

講師旅費等

TEL・FAX料他

コピー料他

会報誌他

会議室料

講師謝金等

講演会場

②

△ 4,711,748 △ 2,437,513

△ 4,711,748 △ 2,437,513

科　　　　　目

（2）経常費用

事　業　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　什器備品減価償却費

管　理　費

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　表 　彰 　費

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃 　借　 料

　　　　　諸　 謝 　金

          会 場借 上

　　　　　雑　　　　 費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　旅費交通費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　賃   借   料

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　什器備品減価償却費

　経常費用計

　　　　　支払負担金

　　　　　雑　　　　 費

　　　当期経常増減額

　2.　経常外増減の部

（2）経常外費用

   正味財産期末残高

（1）経常外収益

経常外収益計

経常外費用計

   当期経常外増減額

　 当期一般正味財産増減額

　 一般正味財産期首残高

   一般正味財産期末残高

公益目的
事業会計

収益事業
会計 法人会計 合　計 備　考

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

　(予算）　正味財産増減計算内訳書

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで
(単位：円）

科　　　　　目

Ⅰ一般正味財産増減

　1.　経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益

受取入会金

受取会費

  正 会 員   計136会員

　             10,000円×18会員

　　　　　　     30,000円×35会員

　　　　　    　55,000円×14会員

　　　　　       80,000円×35会員

　　　　　    　105,000円×15会員

　　　　　   　 130,000円×10会員

　　　　　    　155,000円×7会員

　　　　　    　230,000円×1会員

 賛助会員　　計11賛助会員

　              100,000円×9会員

　　　　　　　　  200,000円×2会員　　　計　11賛助会員

受取補助金

　　　　　　　新規　155,000円×1会員

　　　　　　　　新規　100,000円×1会員

　平成25年度指導団体助成金(鹿児島市）

受取負担金

　総会懇談会負担分

　新年大会懇談会負担分

受取委託料

　ものづくりコーディネーター育成事業（鹿児島県）

雑収益

　経常収益計
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公益目的
事業会計

収益事業
会計 法人会計 合　計 備　考

①

鹿大工業倶楽部賞

講師旅費等

TEL・FAX料他

コピー料他

会報誌他

会議室料

講師謝金等

講演会場

②

△ 4,711,748 △ 2,437,513

△ 4,711,748 △ 2,437,513

科　　　　　目

（2）経常費用

事　業　費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　什器備品減価償却費

管　理　費

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　表 　彰 　費

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　賃 　借　 料

　　　　　諸　 謝 　金

          会 場借 上

　　　　　雑　　　　 費

　　　　　給  料 手 当

　　　　　福利厚生費

　　　　　退職金掛金

　　　　　旅費交通費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会 　議 　費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消 耗  品費

　　　　　賃   借   料

　　　　　諸　 謝 　金

　　　　　什器備品減価償却費

　経常費用計

　　　　　支払負担金

　　　　　雑　　　　 費

　　　当期経常増減額

　2.　経常外増減の部

（2）経常外費用

   正味財産期末残高

（1）経常外収益

経常外収益計

経常外費用計

   当期経常外増減額

　 当期一般正味財産増減額

　 一般正味財産期首残高

   一般正味財産期末残高
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MEMO 報告事項２ 基本財産からの繰入れについて

平成２６年３月２５日に開催された第３回理事会において、定款第３７条但し書きの規定に基

づき、基本財産の一部を下記のとおり処分することについて、議決されたので報告します。

記

１．繰入れの理由 県の委託事業分の一般会計からの建て替えにより年度末の資金収支

が不足するおそれがあること及び会費収入等の減少に伴い、公益法人

の活動を確保するための財源に不足が生じると認められること。

２．基本財産額 １１７６万円（平成２６年３月３１日現在）

３．処分予定額 １２０万円

４．処分の方法 ２６年度予算への繰り入れ

なお、現在の基本財産は、定款第 条第 項第 号に基づくものである。

また、これについては使途は定められていません。

＊関係条文

公益社団法人 鹿児島県工業倶楽部定款抜粋

資産の種別

第３６条 この法人の資産は、基本財産及び運用財産の２種とする。

２ 基本財産は、次に掲げるものをもって構成する。

基本財産とすることを指定して寄付された財産

この法人の目的である事業を行うために必要な業務または活動の用に供することとして理事

会で定めた財産

３ 運用財産は、基本財産以外の財産とする。

基本財産の処分の制限

第３７条 基本財産は、これを処分し、又は担保に供することができない。ただし、やむをえない理由が

あるときは、理事会の議決を得て、その一部を処分し、又は担保に供することができる。この場合は、

直近の総会で報告するものとする。
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MEMO 報告事項２ 基本財産からの繰入れについて

平成２６年３月２５日に開催された第３回理事会において、定款第３７条但し書きの規定に基

づき、基本財産の一部を下記のとおり処分することについて、議決されたので報告します。

記

１．繰入れの理由 県の委託事業分の一般会計からの建て替えにより年度末の資金収支

が不足するおそれがあること及び会費収入等の減少に伴い、公益法人

の活動を確保するための財源に不足が生じると認められること。

２．基本財産額 １１７６万円（平成２６年３月３１日現在）

３．処分予定額 １２０万円

４．処分の方法 ２６年度予算への繰り入れ

なお、現在の基本財産は、定款第 条第 項第 号に基づくものである。

また、これについては使途は定められていません。

＊関係条文

公益社団法人 鹿児島県工業倶楽部定款抜粋

資産の種別

第３６条 この法人の資産は、基本財産及び運用財産の２種とする。

２ 基本財産は、次に掲げるものをもって構成する。

基本財産とすることを指定して寄付された財産

この法人の目的である事業を行うために必要な業務または活動の用に供することとして理事

会で定めた財産

３ 運用財産は、基本財産以外の財産とする。

基本財産の処分の制限

第３７条 基本財産は、これを処分し、又は担保に供することができない。ただし、やむをえない理由が

あるときは、理事会の議決を得て、その一部を処分し、又は担保に供することができる。この場合は、

直近の総会で報告するものとする。
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MEMO 「 講演会 」

演 題 「鹿児島の製造業成長のための対策

―営業力強化、新商品開発、人材育成、事業多角化、

経営者のやる気等々―」

講 師 古賀マネージメント総研株式会社

代表取締役 古 賀 光 雄 氏

講師略歴 （１９４６年１２月１日生）

年 月 職 歴（役職への就任、退任状況の記入）

年 月 伏見公認会計士事務所入所

年 月 伏見公認会計士事務所退所

年 月 ｱｰﾝｽﾄｱﾝﾄﾞｱｰﾝｽﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ会計事務所入所

年 月 ｱｰﾝｽﾄｱﾝﾄﾞｱｰﾝｽﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ会計事務所退所

年 月 等松・青木監査法人（現 有限責任監査法人トーマツ） 福岡事務所入所

年 月 当法人社員（現 パートナー）就任

年 月 当法人代表社員（現 パートナー）及びﾄｰﾏﾂｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱代表取締役就任

年 月 鹿児島事務所長就任

年 月 ﾄｰﾏﾂ・ﾍﾞﾝﾁｬｰｻﾎﾟｰﾄ㈱代表取締役就任

年 月 有限責任監査法人トーマツ福岡事務所退所

年 月 古賀公認会計士事務所設立

年 月 古賀マネージメント総研株式会社設立

以上現在に至る

その他外部委員など

一般社団法人九州ニュービジネス協議会「新規事業支援委員会 副委員」

経済産業省「地域イノベーション創出実証研究補助事業採択審査 委員」

公益財団法人かごしま産業支援センター「かごしま産業おこし挑戦事業審査委員会 委員」

九州経済産業局中小企業支援ネットワーク事業 巡回アドバイザー

飯塚市販路開拓支援補助金審査委員

長崎県新事業チャレンジ応援事業に係る採択審査会 審査委員

財団法人熊本県起業化支援センター「投資先選定委員会 審査委員」

熊本県産業政策顧問

元国立大学九州工業大学 経営協議会委員

元熊本大学客員教授

元福岡大学商学部非常勤講師

元経済産業省創造技術研究開発費補助金九州経済産業局審査会 審査委員
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MEMO 「 講演会 」

演 題 「鹿児島の製造業成長のための対策

―営業力強化、新商品開発、人材育成、事業多角化、

経営者のやる気等々―」

講 師 古賀マネージメント総研株式会社

代表取締役 古 賀 光 雄 氏

講師略歴 （１９４６年１２月１日生）

年 月 職 歴（役職への就任、退任状況の記入）

年 月 伏見公認会計士事務所入所

年 月 伏見公認会計士事務所退所

年 月 ｱｰﾝｽﾄｱﾝﾄﾞｱｰﾝｽﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ会計事務所入所

年 月 ｱｰﾝｽﾄｱﾝﾄﾞｱｰﾝｽﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ会計事務所退所

年 月 等松・青木監査法人（現 有限責任監査法人トーマツ） 福岡事務所入所

年 月 当法人社員（現 パートナー）就任

年 月 当法人代表社員（現 パートナー）及びﾄｰﾏﾂｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱代表取締役就任

年 月 鹿児島事務所長就任

年 月 ﾄｰﾏﾂ・ﾍﾞﾝﾁｬｰｻﾎﾟｰﾄ㈱代表取締役就任

年 月 有限責任監査法人トーマツ福岡事務所退所

年 月 古賀公認会計士事務所設立

年 月 古賀マネージメント総研株式会社設立

以上現在に至る

その他外部委員など

一般社団法人九州ニュービジネス協議会「新規事業支援委員会 副委員」

経済産業省「地域イノベーション創出実証研究補助事業採択審査 委員」

公益財団法人かごしま産業支援センター「かごしま産業おこし挑戦事業審査委員会 委員」

九州経済産業局中小企業支援ネットワーク事業 巡回アドバイザー

飯塚市販路開拓支援補助金審査委員

長崎県新事業チャレンジ応援事業に係る採択審査会 審査委員

財団法人熊本県起業化支援センター「投資先選定委員会 審査委員」

熊本県産業政策顧問

元国立大学九州工業大学 経営協議会委員

元熊本大学客員教授

元福岡大学商学部非常勤講師

元経済産業省創造技術研究開発費補助金九州経済産業局審査会 審査委員


